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原
発
の
電
気
は
高
い

　

政
府
や
大
手
電
力
会
社
は

「
原
発
の
電
気
は
安
い
」
と

言
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
燃

料
費
な
ど
発
電
コ
ス
ト
だ
け

を
比
較
し
て
の
こ
と
。
原
発

に
は
非
常
に
特
殊
な
保
護
政

策
が
あ
り
、
実
際
に
は
、
莫

大
な
建
設
費
や
立
地
交
付
金
、

事
故
対
策
費
な
ど
政
策
費
と

呼
ば
れ
る
コ
ス
ト
を
含
め
る

と
、
燃
料
費
の
高
い
火
力
発

電
よ
り
も
原
発
の
方
が
高
く

な
る（
図
１
）。

　

原
発
は
運
転
終
了
後
も
廃

炉
や
放
射
性
廃
棄
物
処
分
の

経
費
が
超
長
期
に
亘
り
嵩
ん

で
い
く
。
さ
ら
に
事
故
が
起

き
る
と
、
そ
の
費
用
は
莫
大

な
も
の
に
な
る
。

原
発
事
故
の

コ
ス
ト
は
青
天
井

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

の
事
故
か
ら
６
年
が
経
っ
た

現
在
、
経
済
産
業
省
の
試
算

に
よ
る
と
事
故
コ
ス
ト
は
20

兆
円
以
上
と
見
込
ま
れ
て
い

　グリーンコープは、原発のない社会の実現に向けて、自然エ
ネルギーによる発電所建設と電気の小売り事業を進めていま
す。その中で、電力や原発の世界にある様々な問題が見えてき
ました。

・原発のコストを「総括原価方式」により電気料金として国民が負担し
ている
・電気料金の３分の１を占めるとされる「託送料金」にも原発の費用が
含まれているのではないか

などです。これらは、原発フリーの電気を供給するグリーン
コープにとっても大きな問題です。
　多くの問題をはらむ原発のコストや電気料金のしくみを知
るため、経済学が専門の大島堅一さんを講師に招き、学習会を
開催しました。
　冒頭の挨拶で、共同体代表理事の熊野千恵美さんは、「この
ような問題を見過ごしていては、脱原発運動を進めることが
できません。講演を聞いて、子どもたちの未来のために私たち
に何ができるのか、一緒に考えていきましょう」と、力強く訴え
ました。
　学習会の要旨を伝えます。

講　師

大島 堅一さん

グリーンコープでんきの契約件数
グリーンコープの各県生協の取り
組みにより、これまでにエリア全体
で3,251件の契約を達成してい
ます（5月15日現在）。

る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
廃

炉
費
用
や
賠
償
費
用
、
除
染

の
費
用
が
さ
ら
に
増
大
す
る

見
通
し
だ
。
加
え
て
、
燃
料

デ
ブ
リ
の
処
分
費
用
や
帰
還

困
難
区
域
の
除
染
な
ど
試
算

に
含
ま
れ
て
い
な
い
費
用
も

発
生
し
、
は
る
か
に
膨
大
に

な
る
可
能
性
が
高
い
。

　

福
島
原
発
の
事
故
を
教
訓

に
、
原
発
を
稼
働
さ
せ
る
た

め
に
は
よ
り
厳
し
い
安
全
対

策
が
必
要
に
な
っ

た
こ
と
で
、
再
稼

働
時
の
原
発
コ
ス

ト
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
く
な
る
。

ま
た
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
の
中
の
高

速
増
殖
炉
、
核
燃

料
再
処
理
工
場
は
、

兆
単
位
の
資
金
を

投
入
し
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
泥

沼
化
。
国
は
原
発

を
再
稼
働
し
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
を
継

続
す
る
意
向
だ
が
、

さ
ら
に
大
き
な
負

脱原発社会の
実現のために

もっともっと参加を
呼びかけて
いこう！

原発の電気が一番安いと言われる理由
原発のコストや
総括原価方式のからくりを知ろう

担
を
国
民
が
強
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

原
発
事
故
の
コ
ス
ト
を

誰
が
負
担
し
て
き
た
か

　

世
界
的
に
環
境
問
題
の
費

用
は
「
汚
染
者
負
担
原
則
」

が
貫
か
れ
て
い
る
。
国
の
負

担
と
す
る
と
事
業
者
が
汚
染

対
策
を
し
な
く
な
り
、
汚
染

が
起
き
た
際
に
国
民
の
負
担

と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

そ
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
福
島

第
一
原
発
事
故
の
コ
ス
ト
は

当
然
東
京
電
力
が
支
払
う
こ

と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
原
発
だ
け
は
例

外
で
、
福
島
第
一
原
発
の
事

故
コ
ス
ト
は
汚
染
者
負
担
に

な
っ
て
い
な
い
。
事
故
直
後
、

当
時
の
政
権
は
、
被
災
者
で

は
な
く
、
汚
染
者
で
あ
る
東

京
電
力
を
支
援
・
救
済
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
長
期
に
及

ぶ
莫
大
な
事
故
コ
ス
ト
は
日

本
一
の
電
力
会
社
で
あ
る
東

京
電
力
で
も
支
払
え
ず
、
破

綻
し
て
し
ま
う
と
い
う
理
由

か
ら
だ
。
結
局
、
電
気
料
金

や
税
金
と
い
う
形
で
、
国
民

が
事
故
費
用
を
負
担
し
て
き

た（
図
２
）。

※

原
子
炉
の
事
故
で
溶
け
落
ち
た

核
燃
料
に
原
子
炉
構
造
物
が
混

ざ
り
冷
え
て
固
ま
っ
た
も
の

２
面
に
つ
づ
く

龍谷大学政策学部教授。専
門は環境経済学、環境・エネ
ルギー政策論。2011年の福
島第一原発事故後、経済産
業省総合資源エネルギー調
査会基本問題委員会委員ほ
かを務める。最近は再生可
能エネルギーの普及政策に
力を注いでいる。
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電力自由化と原発、エネルギー

か
さ

※

わ　　け

発電コスト 政策経費 事故コスト 合計
原子力 8.5 1.7 3.1 13.3
火力 9.9 0.0 - 9.9
水力 3.9 0.0 - 3.9
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電
力
自
由
化
に
よ
っ
て

変
わ
る
仕
組
み

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
以

前
は
、
電
力
供
給
を
安
定
さ

せ
経
済
的
に
も
利
が
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、
大
手
電
力
会

社
が
電
力
の
小
売
り
を
独
占

し
て
き
た
（
特
別
高
圧
と
高

圧
電
力
を
除
く
）。
し
か
し

原
発
事
故
が
電
力
シ
ス
テ
ム

改
革
を
進
ま
せ
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
２
０
１
６
年
４
月

に
電
力
の
小
売
り
が
全
面
的

に
自
由
化
さ
れ
た
。
伴
っ
て
、

２
０
２
０
年
４
月
を
目
処
に

「
総
括
原
価
方
式
」
に
よ
る

電
気
料
金
の
撤
廃
、
発
送
電

の
分
離
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
電
気
料
金
は

「
総
括
原
価
方
式
」
に
よ
り

全
て
の
原
価
と
保
障
さ
れ
た

利
益
を
合
わ
せ
て
設
定
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
料
金
体
系
は

一
般
の
企
業
で
は
あ
り
得
な

い
も
の
。
原
発
を
持
つ
電
力

会
社
は
、
い
く
ら
原
価
が
か

か
っ
て
も
電
気
料
金
と
し
て

徴
収
で
き
る
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
支
え
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、「
総
括
原
価
方

式
」
が
撤
廃
さ
れ
自
由
競
争

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
原

発
の
コ
ス
ト
を
電
気
料
金
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
（
図
３
）。
そ
こ
で

国
や
大
手
電
力
会
社
が
目
を

つ
け
た
の
が
託
送
料
金
（
送

配
電
の
料
金
＝
送
電
線
使
用

料
）
だ
。

　

発
電
と
小
売
の
料
金
は
自

由
競
争
と
な
る
が
、
託
送
料

金
だ
け
は
地
域
や
発
電
の
種

類
に
よ
り
差
を
つ
け
な
い
た

め
に
「
総
括
原
価
方
式
」
が

残
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

国
や
大
手
電
力
会
社
は
、
原

発
事
故
の
損
害
賠
償
費
用
と

一
般
の
原
発
の
廃
炉
費
用
を

託
送
料
金
に
転
嫁
し
、
原
発

の
電
気
を
使
用
し
な
い
新
電

力
事
業
者
か
ら
も
回
収
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
託
送
料
金
は
本

来
、
送
配
電
に
関
す
る
費
用

を
回
収
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
託
送
料
金
は
税
と
違

い
料
率
・
使
途
と
も
に
国
会

の
審
議
の
対
象
と
な
ら
ず
透

明
性
も
な
い
。
託
送
料
金
や

原
発
事
故
の
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
国
会
の
場
で
議
論
す

べ
き
で
あ
り
、
託
送
料
金
の

名
目
で
原
発
の
コ
ス
ト
を
国

民
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。

電
力
自
由
化
後
も

原
発
事
故
の
費
用
負
担
は

や
は
り
国
民
に

　

電
力
自
由
化
後
の
東
京
電

力
の
事
故
費
用
負
担
に
つ
い

て
国
と
有
識
者
で
検
討
さ
れ

た
案
で
は
、
東
京
電
力
が
16

兆
円
と
い
う
費
用
の
大
部
分

を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際

は
、
賠
償
・
除
染
・
中
間
貯

蔵
に
つ
い
て
の
費
用
は
国
が

負
担
し
、
東
京
電
力
が
負
担

す
る
の
は
事
故
を
起
こ
し
た

原
発
の
廃
炉
費
用
の
み
（
図

４
）。

　

賠
償
費
用
の
原
資
の
一
部

は
「
過
去
分
」
と
し
て
託
送

料
金
に
含
め
て
国
民
か
ら
回

収
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
過

去
分
」
と
は
、
万
一
の
事
故

に
備
え
て
上
乗
せ
し
て
お
く

べ
き
だ
っ
た
賠
償
費
用
を
過

去
の
電
気
料
金
に
反
映
さ
せ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
新
電

力
に
切
り
替
え
た
利
用
者
か

ら
も
過
去
に
遡
っ
て
徴
収
す

る
と
い
う
考
え
。
こ
れ
は
後

付
け
の
屁
理
屈
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。

　

ま
た
、
除
染
費
用
の
原
資

は
株
式
売
却
益
で
東
京
電
力

の
利
益
で
は
な
く
、
国
が
財

源
を
負
担
し
て
い
る
原
子
力

損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機

構
の
も
の
。
東
京
電
力
の
負

担
は
な
い
。

　

東
京
電
力
が
負
担
す
る
と

い
う
廃
炉
費
用
も
、
原
資
の

一
部
は
託
送
料
金
の
利
益
部

分
で
あ
り
、
結
果
的
に
東
京

電
力
エ
リ
ア
の
利
用
者
が
電

気
料
金
と
し
て
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
案
が
こ
の
ま
ま
国
会

で
承
認
さ
れ
る
と
、
法
制
化

さ
れ
て
し
ま
う
。
電
力
自
由

化
後
も
、
原
発
事
故
コ
ス
ト

を
負
担
す
る
の
は
国
民
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

原
発
延
命
策
が

再
エ
ネ
の
拡
大
を
阻
害

　

日
本
で
は
、「
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
」
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
き
、
原
子
力
を
優
先
的

に
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
太
陽
光
や
風
力
発
電
は

優
先
順
位
が
低
く
、
電
力
消

費
の
多
い
時
間
帯
し
か
使
わ

れ
て
い
な
い(

図
５)

。

　

ま
た
、
送
電
線
の
利
用
は

容
量
に
限
り
が
あ
る
が
先
着

優
先
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
稼
働
し
て
い
な

く
て
も
原
子
力
の
電
気
の
容

量
が
確
保
さ
れ
、
後
で
参
入

し
た
太
陽
光
や
風
力
発
電
が

入
る
余
地
は
少
な
い
。
送
電

線
の
権
利
を
握
る
大
手
電
力

会
社
は
独
自
に
接
続
可
能
量

を
設
定
し
て
お
り
、
特
に
太

陽
光
発
電
は
燃
料
費
が
か
か

ら
ず
経
済
的
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
出
力
抑
制
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

ド
イ
ツ
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
先
進
国
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
優
先
的
に
利

用
す
る
た
め
、
電
力
需
要
が

少
な
い
時
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
供
給
の
１
０
０
％

を
賄
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

日
本
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

は
圧
倒
的
に
遅
れ
て
い
る
と

言
え
る
。

原
発
に
未
来
は
な
い

　

原
発
の
コ
ス
ト
が
高
く
、

稼
働
し
て
い
な
く
て
も
電
力

不
足
に
陥
る
こ
と
が
な
い
と

分
か
っ
た
今
、
原
発
は
先
細

り
で
未
来
が
な
い
と
の
認
識

は
、
大
手
電
力
会
社
も
共
通

し
て
い
る
（
図
６
）。
と
こ

ろ
が
当
面
の
利
益
確
保
の
た

め
、
国
や
大
手
電
力
会
社
は

原
発
の
延
命
策
を
講
じ
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
制

し
て
い
る
。
し
か
も
原
発
事

故
コ
ス
ト
を
本
来
負
担
す
べ

き
東
京
電
力
で
は
な
く
国
民

に
押
し
付
け
、
東
京
電
力
を

救
済
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ど
の
世
論
調
査

を
見
て
も
、
原
発
再
稼
働
に

は
反
対
意
見
が
多
数
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
者

も
急
速
に
増
え
て
お
り
、
今

後
経
済
的
に
も
パ
ワ
ー
を
持

つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

図3発送電分離の考え方

今後10年間における各電源別の設備利用率の試算
小売電気事業者の「調達先未定」分に対する将来の各電源の稼働が反映されていないことや、
本年の供給計画では、原子力発電が、一部を除き「未定」（=「ゼロ」）となっていることに留意が必要。

図4

図5

※中間貯蔵施設（国費）、除染（株式売却益）の枠組みはそのまま。（1面・図2参照）

募
金
の
御
礼

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
会
員
の

皆
さ
ま
よ
り
、
多
く
の
募
金

を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
し
、
心
よ
り
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
か
ら
31
年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
医
療
支
援
を
続
け
る
中

で
感
じ
る
の
は
「
ま
だ
」
31

年
と
い
う
こ
と
。
事
故
当
時

の
子
供
た
ち
は
30
代
に
な
り
、

結
婚
や
出
産
、
子
育
て
、
ま

た
加
齢
に
よ
る
ガ
ン
発
生
リ

ス
ク
の
高
ま
り
と
い
う
状
況

に
あ
り
ま
す
。
現
在
私
た
ち

は
、
現
地
で
の
甲
状
腺
ガ
ン

診
断
技
術
向
上
、
内
視
鏡
手

術
の
普
及
、
医
療
機
器
支
援

等
に
加
え
、
国
内
で
は
福
島

原
発
事
故
被
災
者
に
対
す
る

甲
状
腺
ガ
ン
検
診
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金

に
よ
り
、
今
な
お
不
安
の
中

で
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
数
多
く
の
被
災
住
民
の

命
と
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
お
気
持
ち
を
十
分
活

か
せ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

さ
ら
に
誠
実
に
力
を
尽
く
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
の
募
金
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4
月
の
募
金
呼
び
か
け
に
計
1
，8
7
0
件
、

6
，1
1
8
，0
0
0
円
の
募
金
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
長
　
寺
嶋
　
悠

N
P
O
法
人 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

出所：電力広域的運営推進機関第2回評議会資料（2016年6月24日）

図6
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上野 真実子さん
水俣市生まれ。小学校教員。
患者運動のリーダーだった
※3川本輝夫さんの長女

佐高 信さん
山形県生まれ、経済評
論家。水俣病に関する
著書もある

小宮 悦子さん
ニュースキャスター。テレ
ビ朝日ニュースステー
ションのサブキャスター
を務め、その後フリーに。
大学の客員教授も務める

さ たかまこと

水俣湾を望む風景（2015年10月撮影）

今秋 グリーンコープは熊本で
「水俣病展２０１７」を主催します

　水俣病はグリーンコープ運動の原点の一つとなっ
た社会問題です。「水俣病展2017」は現地グリーン
コープ生協くまもとが主体となり、グリーンコープ全
体で、東京のNPO法人水俣フォーラムとともに取り
組みます。
　4月22日、熊本市で行われた水俣展サポーター会
議キックオフ講演会（以下、キックオフ講演会）のよ
うすについて報告します。
※水俣展サポーター会議は、水俣展の開催に向けて、主催者と地元のサ
ポーター（協力者）が準備をすすめていくための会議。

　
１
９
５
６
年
、
原
因
不
明
の
神
経
疾
患

発
生
が
水
俣
保
健
所
に
届
け
ら
れ
、
水
俣

病
は
公
式
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
60
年
の

節
目
の
年
と
な
る
２
０
１
６
年
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
は
水
俣
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
と
も
に

水
俣
展
を
開
催
し
よ
う
と
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
の
た
め
に
や
む
な
く
延
期
。
地
震
か

ら
１
年
半
と
な
る
今
秋
、
改
め
て
「
水
俣

病
展
２
０
１
７
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　「
公
式
確
認
六
〇
年
、
今
だ
か
ら
こ
そ
水

俣
病
か
ら
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
キ

ッ
ク
オ
フ
講
演
会
で
は
、
多
く
の
人
に
水

俣
展
の
開
催
を
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

生
き
方
を
見
直
す
機
会
に

　
講
演
会
の
冒
頭
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

協
く
ま
も
と
理
事
長
の
髙
濱
千
夏
さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
挨
拶
し
ま
し
た
。「
水
俣
病
の

健
康
被
害
は
食
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て
い
た
魚
が

原
因
だ
と
知
っ
た
時
の
お
母
さ
ん
方
の
気

持
ち
を
思
う
と
、
同
じ
母
親
と
し
て
胸
が

痛
み
ま
す
。
本
日
の
講
演
会
や
秋
に
開
催

す
る
水
俣
展
で
感
じ
た
こ
と
を
日
々
の
暮

ら
し
の
中
に
結
び
つ
け
、
社
会
の
在
り
方

や
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
機
会
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
」。

　
講
演
で
は
、
水
俣
病
患
者
家
族
の
上
野

真
実
子
さ
ん
、
経
済
評
論
家
の
佐
高
信
さ

ん
、
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
小
宮
悦
子

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
水
俣
展
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
父
は
自
身
の
父
（
祖
父
）

に
当
た
り
前
の
死
を
迎
え
さ

せ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
慟

哭
と
苦
悩
か
ら
、
苦
し
む
患

者
さ
ん
た
ち
の
た
め
に
走
り

続
け
た
。

　
大
好
き
だ
っ
た
父
は
、
患

者
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

加
害
企
業
チ
ッ
ソ
に
補
償
を

求
め
た
自
主
交
渉
の
際
に
、

傷
害
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
。
周

囲
か
ら
「
過
激
派
」「
金
の

亡
者
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
、
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
、

人
格
を
否
定
さ
れ
た
。
正
義

を
貫
く
父
の
姿
と
、
周
囲
の

目
、
起
き
る
状
況
に
翻
弄
さ

れ
る
中
で
、
幼
い
な
が
ら
も

自
分
の
中
に
せ
め
ぎ
合
い
が

あ
っ
た
。
懸
命
に
闘
う
父
と
、

父
を
理
解
し
支
え
る
母
の
思

い
を
受
け
止
め
、
子
ど
も
ら

し
い
心
を
お
さ
え
つ
け
て
踏

ん
張
っ
て
生
き
て
き
た
。

　
水
俣
病
に
は
、
水
俣
の
人

が
患
者
を
差
別
す
る
「
内
な

る
差
別
」
と
、
水
俣
の
外
の

人
が
水
俣
を
差
別
す
る
「
外

な
る
差
別
」
が
あ
る
。
私
自

身
も
自
己
差
別
を
し
て
自
分

自
身
が
引
き
裂
か
れ
る
思
い

を
し
た
。
そ
の
差
別
構
造
を

大
人
に
な
っ
て
改
め
て
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
申
請
す

る
患
者
さ
ん
に
「
何
も
恥
ず

か
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
語

り
か
け
た
父
。
患
者
さ
ん
の

人
権
を
守
り
た
い
一
心
で
行

動
し
た
父
の
生
き
方
は
、
今

も
人
権
問
題
に
苦
し
む
人
た

ち
を
力
づ
け
、
勇
気
を
与
え

て
い
る
。
水
俣
病
闘
争
は
、

こ
れ
か
ら
を
生
き
る
人
々
の

道
標
に
な
る
と
思
う
。

　
小
学
校
の
教
員
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
に
水
俣
病
に
つ

い
て
伝
え
る
立
場
に
な
っ
て
、

自
身
の
子
育
て
を
通
し
て
、

よ
う
や
く
自
分
の
言
葉
で
語

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ろ

い
ろ
な
問
題
に
関
心
を
持
っ

て
知
る
、
当
事
者
の
思
い
に

触
れ
る
こ
と
が
、
差
別
的
な

問
題
を
越
え
て
い
く
こ
と
に

繋
が
る
。
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
水
俣
展
に

参
加
し
た
い
。

　
国
も
県
も
、
そ
の
時
代
の

人
々
も
、
チ
ッ
ソ
が
製
造
す

る
便
利
で
快
適
な
も
の
を
求

め
て
い
た
。
そ
う
い
う
構
造

の
中
で
、
チ
ッ
ソ
と
い
う
一

企
業
が
莫
大
な
富
を
得
て
、

工
場
排
水
を
水
俣
湾
に
流
し

続
け
た
。
そ
の
こ
と
を
国
も

世
論
も
追
認
し
て
い
た
。
や

は
り
公
の
害
な
の
だ
と
思
う
。

そ
し
て
、
そ
の
責
任
も
あ
い

ま
い
に
し
て
し
ま
っ
た
。
犠

牲
に
な
っ
た
の
は
、
弱
い
立

場
の
人
々
。
そ
ん
な
理
不
尽

に
「
同
じ
人
間
と
し
て
ど
う

考
え
る
の
か
」
と
迫
っ
た
の

が
、
川
本
輝
夫
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
患
者
団
体
の
闘
争

だ
っ
た
。

　
水
俣
病
の
問
題
は
、
原
発

の
問
題
と
も
共
通
し
て
い
る
。

自
己
責
任
で
切
り
捨
て
る
世

の
中
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

人
は
一
人
で
生
き
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
力
で

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
も

支
え
あ
っ
て
い
く
社
会
と
い

う
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
の

が
、
人
間
の
人
間
た
る
所

以
。
強
者
の
論
理
で
は
な

く
、
弱
い
立
場
に
あ
る
も
の

に
最
大
限
に
心
を
配
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
。

　
今
、
世
界
は
不
寛
容
に
満

ち
て
い
る
。
自
分
だ
け
が
よ

け
れ
ば
い
い
。
自
分
の
考
え

と
違
う
人
を
バ
ッ
シ
ン
グ
す

る
。
人
間
の
本
性
は
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か

と
感
じ
る
。

　
一
昨
年
初
め
て
水
俣
に
行

っ
た
。
汚
染
さ
れ
た
魚
は
、

人
々
の
生
き
る
糧
、
生
命
の

支
え
だ
っ
た
。
水
俣
病
は
、

生
命
の
支
え
を
、
健
康
な
体

を
、
人
々
の
暮
ら
し
を
、
人

間
関
係
を
奪
っ
た
。
そ
の
こ

と
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
た
。

　
水
俣
展
を
見
て
、
で
き
れ

ば
水
俣
に
足
を
運
ん
で
、
素

晴
ら
し
い
自
然
を
見
て
、
直

接
話
を
聞
い
て
、
カ
ラ
ダ
で

知
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

水
俣
病
闘
争
は
人
権
回
復
の
闘
い
だ
っ
た

人
間
ら
し
さ
を
回
復
す
る
た
め
に
闘
い
続
け
た

父
の
生
き
方
が
、多
く
の
人
た
ち
を
勇
気
づ
け
て
い
る

実
際
に
足
を
運
ん
で
感
じ
て
ほ
し
い

※1 
水俣病
国際的に有名な環境汚染事件。日本の四
大公害病（水俣病、新潟水俣病、イタイ
イタイ病、四日市ぜんそく）の一つ。熊本
県水俣市のチッソ（株）という化学メーカー
の工場排水に含まれていたメチル水銀の経
口中毒による中枢神経疾患。水俣湾の魚
介類が汚染され、知らずに食べた人々が中
枢神経を冒され、劇症・急性症状で亡くな
っていった。最初に発生が確認された１９５
６年当時、患者は100人以下と見られて
いたが、その後、胎児性水俣病も確認さ
れて、現在も多くの被害者が慢性症状に苦
しんでいる。現在被害者は推計20万人と
も言われ、未だに解決していない。新潟水
俣病をはじめ、水俣病の経験が活かされる
ことなく世界各地でも同様の公害が発生し
続けている。

※2 
水俣展
社会に水俣病を問うために、水俣病に関す
る膨大な映像や資料を用いて１９９６年から
日本各地（24ヵ所）で開催している展覧会。
今回は、２００１年の水俣市に続いて熊本
県では２度目の開催となる。名称を「水俣
病展２０１７」とし、展示をリニューアルし、
ＮＰＯ法人水俣フォーラムとグリーンコープ
の主催で取り組む。

※3 
川本輝夫さん
水俣病患者運動のリーダー。水俣病のため
に精神病院で狂死した父親に何もできなか
った無念の思いから、潜在患者の掘り起こ
しに奔走し、水俣病患者への謝罪と補償を
求めて原因企業のチッソと直接交渉し果敢
に闘った。「人はみな平等で、人の生命の
重さは同じ。人は幸せになるために生まれ
てきた」という哲学の下、患者の人権回復
を求めてチッソの経営陣に「人と人として
の対話」を求め続けた。

※1

※

4月22日
ー水俣展サポーター会議キックオフ講演会ー

※
2

〈お知らせ〉
現在、サポーター会議と主催者会議で、今回
の「水俣病展２０１７」のキャッチコピーと写真
（ポスターとチラシに使う）を丁寧に検討して
おり、6月中には決定します。それにあわせ
て、チケット価格も決定し、ボランティア養成
講座を開始します。グリーンコープの組合員
対象の養成講座も実施する予定です。

開催期間：2017年 11月 16日（木）～12月 10日（日）
会　　場：熊本県立美術館 分館全館
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玉ねぎ

皮 具

小麦 小麦 小麦 酒 豚骨 玉ねぎ

一
次
原
料

二
次
原
料

三
次
原
料

国産小麦粉(強力）国産小麦粉(中力） キャベツ にら 豚肉醤油 増し味

こ
う
じ

大
豆 塩 塩

ブ
ド
ウ
糖

加
塩
み
り
ん
原
酒

デ
キ
ス
ト
リ
ン

ポ
ー
ク
エ
キ
ス

酵
素

タ
ピ
オ
カ
で
ん
粉

塩

エ
タ
ノ
ー
ル

酵
素

米
麹塩

ば
れ
い
し
ょ
で
ん
粉

甘
し
ょ
で
ん
粉

米米

す
べ
て
の
商
品
に
つ
い
て
組
合

員
が
原
料
や
製
法
を
確
認
し
て

い
ま
す産

直
熊
本
県
産
黒
毛
和
牛 

供
給
開
始

2017
▼

阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
運
動
の
取
り
組
み
か
ら

産
直
和
牛
肥
後
あ
か
牛
の
供
給
開
始

1996
▼

下
郷
農
協
の
産
直
お
お
い
た
冠
地
ど
り
供
給
開
始

産
直
岡
山
ふ
た
み
牛
供
給
開
始（
10
％
の
飼
料
用
米
配
合
）

（
現
在
は
産
直
国
産
牛
と
統
合
）

産
直
豚
の
飼
料
に
飼
料
用
米
配
合
開
始

2012
▼

産
直
若
鶏
の
飼
料
に
飼
料
用
米
配
合
開
始

下
郷
農
協
の
産
直
若
鶏（
現
在
は
産
直
お
お
い
た
冠

地
ど
り
）と
産
直
国
産
黒
毛
和
牛
の
供
給
開
始

2011
▼

G
C
商
品
認
証
シ
ス
テ
ム
が
全
商
品
対
象
に

2005
▼

「
元
気
い
っ
ぱ
い
産
直
た
ま
ご
」の
飼
料
に
飼
料
用
米
配
合
開
始

2010
▼

産
直
放
牧
黒
豚
の
供
給
開
始

国
産
小
麦
「
春
よ
恋
」
1
0
0
％
の
食
パ
ン
供
給
開
始

2009
▼

G
C
商
品
認
証
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

組
合
員
の
み
る
く
出
資
金
で
び
ん
牛
乳
工
場
を
建
設
、

産
直
び
ん
牛
乳
供
給
開
始

2003
▼

産
直
国
産
牛
の
供
給
開
始

B
S
E（
牛
海
綿
状
脳
症
）問
題
か
ら
牛
肉
の
個
体
履
歴
表
示
開
始

飼
料
原
料
を
n
o
n
ー
G
M
O（
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、大
豆
な
ど
）に
切
り
替
え
る

2002
▼

2000
▼

多
く
の
た
ま
ご
、若
鶏
、豚
肉
、牛
肉（
現
：
知
床
興
農
フ
ァ
ー
ム
）の

生
産
者
と
産
直
提
携

1980年代
▼

72
℃
15
秒
殺
菌
の
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
牛
乳
誕
生

1985
▼

九
州
・
山
口
各
県
の
小
さ
な
生
協
が
集
ま
り
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
設
立

1988
▼

ノ
ン
ホ
モ
牛
乳
が
誕
生

低
温
流
通
、
10
個
パ
ッ
ク
で
供
給
開
始

飼
料
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
P
H
F（
収
穫
後
の
農
薬
不
使
用
）へ

1999
▼

1992
▼

「
国
産
穀
物
を
使
っ
た
産
直
た
ま
ご
」
の
供
給
開
始

2007
▼

「
国
産
穀
物
を
使
っ
た
産
直
た
ま
ご
」
の
飼
料
に
飼
料
用
米
配
合
開
始

2008
▼

　

１
９
７
０
年
代
の
高
度
経
済
成
長

期
、
大
量
生
産
・
大
量
販
売
が
重
視

さ
れ
、
食
品
の
生
産
も
安
全
性
よ
り

経
済
効
率
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
保
存
性
や
見
た
目

を
よ
く
す
る
た
め
、
防
腐
剤
や
人
工

着
色
料
な
ど
の
添
加
物
が
大
量
に
使

わ
れ
、
食
品
公
害
と
呼
ば
れ
る
事
件

も
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
、「
子
ど
も
た

ち
に
安
心
・
安
全
な
も
の
を
食
べ
さ

せ
た
い
」
と
願
う
母
親
た
ち
が
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
前
身
生
協
に
集
い
、

組
合
員
の
思
い
に
応
え
て
く
れ
る
生

産
者
や
メ
ー
カ
ー
と
出
会
い
直
接
取

引
を
始
め
ま
し
た
。
組
合
員
は
、
で

き
る
だ
け
農
薬
や
添
加
物
を
減
ら
し
、

本
来
の
お
い
し
さ
を
生
か
し
た
食
べ

も
の
と
な
る
よ
う
生
産
者
や
メ
ー
カ

ー
と
話
し
合
い
、
協
力
し
な
が
ら
独

自
の
商
品
を
生
み
だ
し
て
き
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
商
品
は

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

「
お
母
さ
ん
の
思
い
」
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
ま
す

■主催：グリーンコープ共同体商品おすすめ委員会
　　　　4月11日 福岡市 121人 / 4月12日 岡山市 65人2017年度 グリーンコープ「産直」「商品」学習会

グリーンコープ
商品の
こだわり

産
直
・
国
産
を
追
求

　
野
菜
や
果
物
、た
ま
ご
・
牛
乳
・

肉
の
ほ
と
ん
ど
が
産
直
で
す
。加

工
品
の
原
料
に
つ
い
て
も
、
で
き

る
限
り
産
直
ま
た
は
国
産
を
追
求

し
て
い
ま
す
。

　
魚
介
類
は
で
き
る
限
り
天
然
の

も
の
を
取
り
扱
い
ま
す
。

グリーンコープ
商品の
こだわり

化
学
調
味
料
や
添
加
物
は

で
き
る
限
り
使
わ
な
い

　
一
般
的
に
化
学
調
味
料
や
添
加

物
が
多
用
さ
れ

て
い
る
加
工
食

品
に
も
、
化
学

調
味
料
や
不
要

な
添
加
物
は
使

わ
ず
、
素
材
の

味
を
生
か
し
て

い
ま
す
。

グリーンコープ
商品の
こだわり

容
器
も
安
全
で

環
境
に
や
さ
し
く

　
食
品
の
容
器
・
包
材
は
、
環
境

ホ
ル
モ
ン
溶
出
の
心
配
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。商
品
の

品
質
に
適
し
、
安
全
性
に
優
れ
た

材
質
を
使
用
し
て
い
ま
す
。環
境

を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
、
繰
り

返
し
使
え
る
び
ん
や
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
食
品
ト
レ
ー
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

グリーンコープ
商品の
こだわり

商
品
の

残
留
放
射
能
検
査
を
実
施

　
福
島
第
一
原
発
の

事
故
を
受
け
、
独
自

に
放
射
能
測
定
室
を

設
け
ま
し
た
。商
品

の
残
留
放
射
能
汚
染

に
つ
い
て
自
主
検
査

を
強
化
し
、
情
報
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

グリーンコープの産直の特長
「生産者」と「消費者（組合員）」が直接つながっている関
係、「産地直結」です。組合員の願いを理解し協力してく
れる生産者と交流し会話をしながら、具体的な栽培や
飼育方法を相談し、信頼関係を築いてきました。

グリーンコープは安心して生産が続け
られる価格を生産者と協議しながら
決めています。

ここが他とは違う
グリーンコープなら
ではの特長だね

年間の収支が予想でき
るから、安心して計画的
に生産できます。
お陰で後継者も育ってい
ます

私たちが願う安心
・安全な食べもの
を安定して手に入
れることができま
す

長い時間をかけて
生産者と相談しな
がら、今の飼料や
飼い方にたどりつ
いたんだ

72℃15秒の
パスチャライ
ズ殺菌

母牛の飼料は
すべてnon-
GMO（遺伝子組み
換えでない）

環境にやさしい
リユースびん

品質の高い生乳
は、生乳中の細
菌数が少ない！

牛乳やたまごは、休
みなく毎日生産され
ているよ。
予約して利用するこ
とで生産者も安心し
て生産できるんだ

みんなが注文する１本が酪
農生産者の大きな力になる
よ。ずっと「産直びん牛乳」
を飲み続けられるように、注
文をお願いしま~す！

見た目や香りを良くしたり、日
持ちさせるための添加物を使
用せず、厳選した素材本来の
味を生かすことを大切にして
いるんだよ

グリーンコープの商品は、三次
原料まで遡って確認すること
ができるんだ!!

グリーンコープとメーカー・生
産者は信頼関係で結ばれて
いる。さらに安心･安全を確
認するためのシステムなんだ

稲作の継続・田んぼの維持が
農業を守ることにつながるね！

安心・安全な野菜を食
べて欲しいから、除草
剤や土壌消毒剤を使
いません
（一部果物を除く）

猛暑や長雨などで作柄が悪く不足す
る場合も、代わりに市販品を届ける
ことはしません

時にはやむを得ず「欠配」となるこ
ともありますが、注文品を確実に届
けられるように、品目毎に作付け面
積の相談など対策について協議を
進め取り組んでいます

乳房を清潔にするた
めのタオルを、毎年秋
に組合員のみんなで
集めて送っています！

約束どおりに生産・製造されているかを確認す
るのが「グリーンコープ商品生産・製造認証シス
テム」。グリーンコープの商品は、認証システムを
通していつでも追跡・確認することが可能です。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
生
産
者
や
メ
ー
カ
ー
と
生

産
・
製
造
方
法
に
つ
い
て
約
束
を
取
り
交
わ
し

て
い
ま
す
。

酪農生産者と
の交流も重ね
ています

一頭（羽）まるご
と引き取ってい
ます

飼育基準書・計
画書を提出して
います

ロースやモモ、
バラなどバラン
スよく利用して
くださいね

カタログの野菜やお米
についているマークにも
注目してね!!

組合員からの意見は生産者
に届けられ、青果の品質向
上に役立てられています。

米は流通の仕組み上、生産者に直接代金を支払えませ
ん。グリーンコープ基準の米を作る生産者を応援するた
め、商品価格に反映させ、組合員の利用に基づいて直接
生産者に生産奨励金を届けています（C栽培米は一部
のみ）。

国の基準・グリーンコープ
の基準に基づき、グリーン
コープと生産者が話し合っ
て決めた生産内容を作物
栽培計画書で約束してい
ます

基本的に化学合成農
薬を使わない、または
減らして栽培します

誰が作っているか明らか

生産方法（栽培・飼育）が明らか

生産者と組合員との交流ができる

生産者の側からみても産地提携を実感できる

青果
96グループの
生産者

牛乳
熊本県菊池地域農協
約20戸の
生産者

米
南は鹿児島から
北は北海道まで
32グループの
生産者

畜産加工
食品

作物栽培計画書を
提出します。

●組合員の産直青果チェックモニター

 

生
産
者

 

組
合
員

原
材
料

添
加
物

生産者

生産者

グリーンコープ

グリーンコープ

生産者組合員

組合員

グリーンコープの青果はすべて産直産直米の特長グリーンコープの産直畜産物の特長私たちの産直びん牛乳安心・安全を追求 農畜産物…

安い輸入畜産物が増える中、グリーンコープは国内の
畜産業を守り、安心・安全な畜産物を確保するため、
産直にこだわっています。

「赤とんぼ米」と名前が
ついたお米が産直米です

●飼料にこだわる ●生産奨励金で安心・安全な米作りを
　応援しています

野菜・果物の栽培内容とマークの見方

※1 遺伝子組み換えでない作物　※2 収穫後農薬不使用

●飼い方にこだわる
ストレスがたまらないよう
に清潔で広めの豚舎で長
期間飼育
（産直豚は１８０～２１０日）

日当りと風通しの良い開放
型平飼い鶏舎で飼育期間
も長め（60日以上）

日当りと風通しの良い開放
型鶏舎のケージの中でゆっ
たり飼育

たまごを産む期間に
与える飼料は全てnon-GMO、
トウモロコシはPHF

ヒナから飼育期間に与える
飼料は全てnon-GMO、
トウモロコシはPHF

飼育期間に与える主な飼料
（トウモロコシや大豆粕等）は
全てnon-GMO、
トウモロコシはPHF

主飼料の一つである
トウモロコシはnon-GMO　PHF

●薬剤に頼らない
肥育期間中はモネンシン
（抗生物質）を使わない

ホルモン剤不使用

抗生物質、合成抗菌剤など
の薬に頼らない

商品の設計図である「商品
仕様書」は 3,000 品目以
上、全ての商品の原材料や
食品添加物、製造工程、容器
包装の情報などをメーカー
と確認し、管理しています。

グリーンコープの産直びん牛
乳は、「より自然に近い、ほん
ものの牛乳が欲しい」という
組合員の願いに、生産者が努力で応え、メーカー
の技術を駆使し、一歩ずつ進めて完成した理想の
牛乳です。

・できる限り産直または国産
（不可能な場合はグリーンコープの商品政策
　や基準に沿った原料を使用）
・遺伝子組み換えでない作物を優先して使用

・基本的に天然のもの（養殖のものには、ホルモン剤や抗生物質を使
っていません）
・可能な限り国内加工品

・必要のない添加物、安全性に疑問があるものは使用しません。
 （使用する場合は、必要性と安全性を考慮の上、情報を開示）
・一次原料だけでなく、二次原料、三次原料についても同様
 （二次・三次原料については、グリーンコープの基準で設計が困難な
場合は状況に応じ個別に判断）

水産品…

餃子の原料

商
品
生
産･

製
造
認
証
シ
ス
テ
ム
に

裏
打
ち
さ
れ
た
確
か
さ

メ
ー
カ
ー
・

生
産
者

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

組
合
員

確認・提出商品の内容を

約束する
確認・監査

情報公開
説明責任

商品仕様書

作物栽培計画書

飼育基準書・計画書

　

こ
の
よ
う
に
、
組
合
員
が

安
心
で
き
信
頼
で
き
る
も
の

を
自
ら
の
手
で
開
発
し
、
利

用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く

が
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
基
準

を
満
た
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
で
す
。

このマークが
オリジナル商品
の目印

※グリーンコープ
　の基準を満たし
　た内容のメーカ
　ーブランドの商
　品もある

放射性セシウムの基準値

（単位：ベクレル /kg）

国の基準

100

50

10

一般食品

10

グリーンコープ
自主基準値

牛乳
乳児用食品

飲料水

欠配「０」に向けて生産者と一緒に取り組みを進めています!！
ゼロ

牛 豚 鶏 卵

豚 黒豚牛黒毛和牛 あか牛 鶏 卵 野菜 米牛乳 パン

そのために

だから
できる

産
直

産
直

産
直

産
直

グリーンコープの食べものへの取り組み

※牛肉は産直でないものもあります。
赤とんぼが群れ飛ぶ水田など、
豊かな自然を守りたいという願いを込めて名付けまし
た。農薬の使用を減らした栽培をしています。

国産飼料用米を配合しています（６面参照）

※１ ※2

（　　　　　　　　　　　　　　）産直和牛肥後あか牛、産直熊本県産
黒毛和牛を除く

グリーンコープのお米の農薬
使用は一般に比べてとても少
ない！
「赤とんぼC」でも、慣行栽培の
半分の農薬で作られているよ。
市販の「特別栽培米」とおおむ
ね同等の栽培基準だよ

グリーンコープの商品は
安心・安全って言うけど、

４月11・12日に開催された「産直」「商品」学習会の
内容から、グリーンコープの食べものの「確かさ」に

せまってみました！

どうしてそう言えるの？
どこが他と違うの？

 （2017 年 6月 1日）  第 376 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 376 号  （2017 年 6 月 1 日） 共 生 の 時 代



2017年3月の
売電量

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使
いたい」という願いをかなえるために、グリーンコープ・グリ
ーン電力出資金に協力しましょう

一般社団法人グリーン・市民電力から 若宮物流センター
太陽光発電所売電量
4,880kWh

定格出力47kW（13世帯相当）

神在太陽光発電所
売電量

121,340kWh
定格出力1,057kW（280世帯相当）

広島物流センター
太陽光発電所売電量
5,700kWh

定格出力47kW（13世帯相当）

平池水上太陽光発電所
売電量

153,027kWh
定格出力1,260kW（380世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所売電量

4,084kWh
定格出力54kW（15世帯相当）

11,576人　1,062,543,000円
  （2017年5月13日現在）

グリーンコープ・グリーン電力出資金

私たちの   発電
所

No.106

グリーンコープでんきの共同購入について

　
日
本
で
は
、
畜
産
飼
料
の
原
料
の
ほ
と
ん
ど
を
外
国
産
に

依
存
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
地
球
規
模
の
気
象
変
動
に

よ
る
世
界
的
な
食
糧
危
機
や
飼
料
用
穀
物
の
高
騰
で
、
今
後

安
定
し
て
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
２
０

０
８
年
か
ら
畜
産
飼
料
の
国
産
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
飼
料
用
米
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
九
州
各
地
の
Ｊ
Ａ

な
ど
関
係
団
体
が
集
ま
り
、
飼
料
用
米
の
品
質
向
上
へ
の
取

り
組
み
な
ど
を
共
有
す
る
た
め
に
、
４
月
13
日
に
「
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
飼
料
用
米
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
協
議

会
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

グリーンコープ
飼料用米協議会

米を食べさせると

鶏肉は

おいしくなる

4月13日 福岡市

　2016年4月から、全国で電気の小売全面自由化がスター
トし、私たち市民が我が家の電気の購入先を選べる時代が
やってきました。
　しかし、大手電力会社から新電力への切り替えは5％ほ
どで（2017年4月末現在※）、ガスや携帯電話、インター
ネットとのセット割など価格面でのお得感ばかりに関心が
集まって、本来議論されるべき電源構成が話題に上ること
はほとんどありません。さらに、3月大阪高裁が高浜原発
の再稼働を認め、日本政府は再び原発に依存する社会に戻
そうとしています。
　2017年4月からは、オールグリーンコープで原発フリー
をめざす電気の共同購入がスタートしました。「子どもた
ちの未来に原発はいらない」この思いをカタチにするため
には、原発フリーをめざす「グリーンコープでんき」の共
同購入にたくさんの組合員が参加することが大切です。原
発にたよらない電気にすべて変えることをめざし、原発に
よる電気にはっきりと “ＮＯ” を示していきましょう。
※3/31河北新報ONLINE NEWSより出典

グリーンコープ共同体組織委員会

九
州
農
政
局
と
と
も
に

取
り
組
む
　

　

来
賓
の
九
州
農
政
局
生
産

部
生
産
振
興
課 

課
長 

堀
川

昌
昭
さ
ん
は
、「
九
州
農
政
局

と
し
て
さ
ら
な
る
飼
料
用
米

の
生
産
・
利
用
拡
大
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２

０
１
６
年
産
の
九
州
管
内
の

作
付
面
積
は
、
前
年
よ
り
７

０
０
㌶
増
え
て
６
，６
０
０
㌶

に
な
り
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
飼
料
用
米
は
九
州

で
生
産
さ
れ
る
飼
料
用
米
の

約
¹⁄₄
を
占
め
て
い
ま
す
。
今

後
も
関
係
機
関
と
協
力
し

て
、
飼
料
用
米
の
生
産
・
利

用
拡
大
の
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

水
田
を
増
や
し
て

日
本
の
農
業
を
守
り
た
い

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

商
品
お
す
す
め
委
員
会
委
員

長
の
坂
本
真
由
美
さ
ん
は
、

「
日
本
で
は
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
が
す
す
み
、
農
業
の

担
い
手
が
減
っ
て
耕
作
放
棄

地
が
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地

で
飼
料
用
米
を
作
る
こ
と

は
、
水
田
を
よ
み
が
え
ら
せ
、

地
域
の
環
境
を
保
全
し
、
従

来
の
生
態
系
を
守
り
、
日
本

の
農
業
を
守
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。『
も
っ

と
安
全
で
お
い
し
い
食
べ
も

の
を
』
と
求
め
る
私
た
ち
母

親
の
願
い
を
カ
タ
チ
に
す
る

た
め
に
も
、
畜
産
飼
料
の
国

産
化
を
す
す
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆

さ
ん
が
交
流
す
る
こ
と
で
、

ま
す
ま
す
飼
料
用
米
の
生
産

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
思
い
を
述
べ
ま
し

た
。

よ
り
栄
養
価
の
高
い

飼
料
用
米
を
め
ざ
し
て

　

一
般
的
に
人
が
食
べ
る
米

に
は
、
玄
米
で
７
％
程
の
タ

ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ
て
お

り
、
精
米
す
る
と
2
・
5
％

程
に
な
り
ま
す
。
タ
ン
パ
ク

質
の
含
有
量
は
少
な
い
方
が

ふ
っ
く
ら
と
炊
き
上
が
り
ま

す
。
一
方
、
飼
料
と
し
て
は

栄
養
価
の
面
が
重
視
さ
れ
る

た
め
、
飼
料
用
米
に
は
タ
ン

パ
ク
質
の
含
有
量
が
多
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

飼
料
用
米
の
生
産
に
取
り

組
む
九
州
各
地
の
Ｊ
Ａ
は
、

玄
米
の
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量

7
・
5
％
以
上
を
め
ざ
し
て

「
高
タ
ン
パ
ク
化
試
験
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
Ｊ
Ａ
か

ら
、
肥
料
の
種
類
や
施
肥
の

時
期
を
変
え
た
試
験
圃
場
を

設
け
て
、
そ
の
土
地
に
合
っ

た
米
の
品
種
や
栽
培
方
法
を

探
っ
て
い
る
様
子
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続

き
高
タ
ン
パ
ク
化
試
験
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　グリーンコープは、畜産飼料の主飼料であ

る輸入トウモロコシを、ほぼ同等の栄養価が

ある国産の飼料用玄米へ切り替えをすすめて

いる。2008年に30トンの飼料用米を確保す

ることからスタートした。九州各地のＪＡの

協力もあって徐々に量を増やし、2016年には

8,500トンの飼料用米を確保することができ

た。これは九州全体で生産された飼料用米の

25％にあたる。畜産飼料への配合は、2008

年に「国産穀物を使った産直たまご」から始め、

たまご、若鶏、豚で徐々に増やしている（表１）。

今後もこの取り組みをすすめ、2017年は飼料

用米1万トンの確保をめざしている。

〈お詫びと訂正〉
4月号の産直豚肉の記事に飼料用米の配合を20％と案内していましたが、20％に増やし
ている途中の産地もあり、現状では10～20％の配合でした。お詫びして訂正いたします。

畜産飼料国産化の取り組み

産
直
若
鶏
の
生
産
者
か
ら
の
声

飼料用米の配合 (表１)
国産穀物を
使った

産直たまご

2008年
2010年
2011年
2012年
2016年
2017年

60％
5％
15％
20％
25％
30％

5％
20％
25％
30％

10％
10～20％

元気
いっぱい
産直たまご

産直若鶏 産直豚

　

秋
川
牧
園
は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産
直
若

鶏
と
た
ま
ご
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

の
鶏
も
、
飼
料
用
米
を
30
％
配
合
し
た
飼
料

を
ひ
よ
こ
の
段
階
か
ら
食
べ
さ
せ
て
い
ま
す
。

体
重
を
１
kg
増
や
す
た
め
に
必
要
な
飼
料
は

米
の
方
が
少
な
く
て
す
み
、
餌
代
が
節
約
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

産
直
若
鶏
ム
ネ
と　

産
直
若
鶏
さ
さ
み

の
利
用
率
が
前
年
比
1
3
0
〜
1
4
5
％
と
、

と
て
も
増
え
て
い
ま
す
。
以
前
は
「
ム
ネ
肉

や
さ
さ
み
は
硬
く
て
ぱ
さ
つ
い
て
い
る
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
米
を
食
べ
さ
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
弾
力
も
あ
り
味
も
よ
く
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

共同体 商品おすすめ委員会
委員長 坂本 真由美 さん

㈱秋川牧園
甲斐 利光さん取締役

営業部長

餌を食べている若鶏

など

水田の
役割洪水などの

水害防止
生き物の
すみかに
なる

地下水を
つくる

水のろ過

気温調節

 （2017 年 6月 1日）  第 376 号  （6）共 生 の 時 代



●
私
の
好
き
な
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
商
品

●
2
5
0
字
程
度

●
〆
切 

毎
月
末

●
住
所・氏
名・年
齢・T
E
L・所
属
生
協

名
を
明
記
し
て
郵
送
ま
た
は
F
A
X
、

E
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
分
に
は
グ
リ
ー
ン
券（
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

商
品
の
購
入
に
利
用
で
き
ま
す
）5
0
0
円

分
を
進
呈
。

●
住
所・氏
名
な
ど
の
組
合
員
の
個
人
情

報
は
、本
紙
に
掲
載
の
場
合
の
み
使
用

し
ま
す
。

〒
8
1
2
–
8
5
6
1

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
1
丁
目
5
–
1

博
多
大
博
通
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
3
F

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
カ
ー
ズ
連（
R
E
N
）

「
共
生
の
時
代
」編
集
部 

宛

F
A
X 

0
9
2
–
4
8
1
–
7
8
7
6

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

rikoho@
greencoop.or.jp

投稿コーナー

私の好きなグリーンコープ商品

　ママ友に頂いて、その程よい硬さと美
味しさに感動しました。これを頼みたくて
グリーンコープを始めました。最近の悩
みの種は4歳、2歳の子どものおやつ。
チョコレートや市販のお菓子をたべさせる
のは如何なものかと躊躇しておりました。
喜ぶもので体にいいものはないだろうか…と頭を抱えていまし
たが、おからと小麦から生まれた、きらず揚げに出逢ってから
は自信を持って子どもたちに与えています。

グリーンコープ生協さが　高原 陽子

　

手
塚
智
子
さ
ん
は
、
大
学

卒
業
後
の
１
９
９
５
年
か
ら

２
０
０
０
年
ま
で
ド
イ
ツ
に

留
学
し
、
環
境
・
公
害
・
ご

み
問
題
、
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
ド
イ
ツ
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
原
発

反
対
の
気
運
も
高
く
市
民
運

動
も
活
発
だ
っ
た
。
原
発
の

放
射
性
廃
棄
物
の
中
間
貯
蔵

施
設
に
つ
い
て
の
議
論
で
も
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
普

通
の
市
民
が
当
然
の
よ
う
に

活
動
に
関
わ
る
よ
う
す
が
と

て
も
印
象
に
残
っ
た
。
留
学

後
、
神
奈
川
で
「
環
境
と
文

明
を
考
え
る
研
究
所
」
に
就

職
し
た
。
そ
の
後
は
、
東
京

で
全
国
に
あ
る
住
宅
の
太
陽

光
発
電
所
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
職
員
と
し
て

忙
し
く
働
き
、
２
０
１
０
年

春
、
夫
の
転
勤
で
鳥
取
に
移

り
住
ん
で
か
ら
も
東
京
へ
行

き
来
し
、
仕
事
を
継
続
し
て

い
た
。「
仕
事
を
辞
め
て
、

ド
イ
ツ
留
学
時
に
勉
強
し
て

い
た
環
境
の
テ
ー
マ
を
さ
ら

に
深
め
た
い
」
と
考
え
て
い

た
矢
先
、
２
０
１
１
年
３
月

11
日
、
福
島
で
原
発
事
故
が

起
き
た
。

「
え
ね
み
ら
・
と
っ
と
り
」

を
設
立

　

原
発
を
な
く
す
た
め
に
は
、

社
会
の
し
く
み
を
変
え
な
く

て
は
と
強
く
思
っ
て
い
た
手

塚
さ
ん
は
、
原
発
事
故
に
大

き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

「
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
」
と
考
え
、
鳥
取

で
放
射
能
な
ど
の
学
習
会
や

１
９
８
０
年
代
に
〝
青
谷
原

発
〞
建
設
計
画
を
阻
止
し
た

当
時
の
お
話
を
聞
く
会
に
参

加
す
る
中
で
、
同
じ
想
い
を

持
つ
山
中
さ
ん
や
森
本
さ
ん

に
出
会
っ
た
。
そ
し
て
「
え

ね
み
ら
・
と
っ
と
り
」（
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
考
え
る

会
）
を
２
０
１
１
年
12
月
に

立
ち
上
げ
た
。

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　

鳥
取
県
の
隣
県
の
島
根
原

発
は
、
県
境
か
ら
20
㎞
圏
内

に
あ
る
。
原
発
事
故
が
起
き

た
場
合
、
被
曝
か
ら
子
ど
も

を
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
、
本
当
に
誰
も
が
被

曝
せ
ず
に
避
難
で
き
る
の
か
、

避
難
後
の
く
ら
し
は
、
と
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
一

つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
た

め
に
「
知
る
」
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
地
域
の

人
も
一
緒
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

放
射
能
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
お
う
と
、
学
習
会
や
映
画

の
上
映
会
と
意
見
交
換
の
場

と
な
る
「
え
ね
み
ら
カ
フ
ェ
」

を
始
め
た
。「
電
気
っ
て
ス

イ
ッ
チ
一
つ
で
す
ぐ
に
点
く

で
し
ょ
う
。
で
も
日
本
は
電

気
を
つ
く
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
海
外
に
依
存
し
て
い

ま
す
。
原
子
力
だ
け
で
な
く
、

石
炭
や
石
油
の
産
出
国
が
、

貧
困
や
紛
争
が
絶
え
な
い
現

状
で
あ
る
こ
と
も
同
時
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
の
で
す
。
遠
く
に
あ
っ
て

見
え
に
く
い
こ
と
に
も
気
づ

い
て
ほ
し
い
で
す
」
と
手
塚

さ
ん
は
言
う
。

　

ま
た
、
県
や
市
に
出
向
い

て
、
事
故
が
起
き
た
場
合
の

避
難
ル
ー
ト
や
、
放
射
性
ヨ

ウ
素
に
よ
る
被
曝
を
防
ぐ
ヨ

ウ
素
剤
の
配
布
等
に
つ
い
て

質
問
を
し
、
情
報
も
集
め
た
。

「
私
た
ち
の
想
い
は
脱
原
発

で
す
。
こ
れ
以
上
原
発
ゴ
ミ

を
出
さ
な
い
よ
う
廃
炉
を
決

め
る
。
そ
し
て
放
射
性
廃
棄

物
処
分
場
を
ど
う
す
る
か
、

た
だ
反
対
す
る
の
で
は
な
く

み
ん
な
の
こ
と
と
し
て
対
話

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

の
で
す
。
今
、
不
安
に
感
じ

て
い
る
こ
と
、
知
り
た
い
こ

と
を
例
え
ば
行
政
に
質
問
し

ま
す
。
一
緒
に
考
え
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
か

ら
」
と
続
け
た
。
３
人
を
中

心
に
現
在
メ
ン
バ
ー
は
８
人
。

活
動
を
通
し
て
知
識
を
深
め

な
が
ら
５
年
が
過
ぎ
た
。

畑
で
食
べ
も
の
を
つ
く
る

よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

身
近
で
つ
く
ろ
う

　
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、

ど
こ
の
誰
が
つ
く
っ
て
い
る

食
べ
も
の
か
が
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ

れ
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

も
自
分
た
ち
に
見
え
る
形
で

自
分
た
ち
の
手
で
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
た
ら
と
考
え
ま
し
た
」。

手
塚
さ
ん
た
ち
は
、
専
門
家

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

同
じ
想
い
の
仲
間
と
「
と
っ

と
り
市
民
共
同
発
電
所
実
行

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
検

討
を
始
め
た
。
２
０
１
４
年

４
月
に
は
、
手
塚
さ
ん
た
ち

が
中
心
と
な
っ
て
「
市
民
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
っ
と
り
」
を
発

足
さ
せ
、
同
時
に
１
号
と
な

る
太
陽
光
発
電
所
「
空
山
ポ

ニ
ー
発
電
所
」
が
完
成
し
た
。

　

市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
っ
と

り
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

給
と
地
産
地
消
を
意
識
し
て

独
自
の
し
く
み
を
つ
く
っ
た
。

寄
付
金
や
建
設
協
力
金
（
借

入
金
）
は
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ

ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
声

を
か
け
た
り
、
学
習
会
を
開

い
た
り
し
て
集
め
た
。
借
入

金
の
返
済
も
お
米
、
野
菜
、
肉
、

買
い
物
券
等
の
現
物
支
給
で

地
産
地
消
を
ア
ピ
ー
ル
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
食
、
お
金
。
く

ら
し
に
必
要
な
も
の
ご
と
の

循
環
を
通
し
て
地
域
の
活
性

化
と
持
続
可
能
な
地
域
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
将

来
も
鳥
取
で
く
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
の

過
疎
化
の
流
れ
も
阻
止
で
き

る
。
現
在
５
つ
の
太
陽
光
発

電
所
が
竣
工
し
て
い
る
。

未
来
を
選
ぶ
責
任
が
あ
る

　
「
原
発
を
他
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
置
き
換
え
る
だ
け
で
は
、

今
の
便
利
な
生
活
で
消
費
す

る
電
気
は
賄
え
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
日
々
の
く
ら
し

を
見
直
し
、
省
エ
ネ
、
エ
コ

を
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て

社
会
全
体
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
セ
ッ
ト
だ
と
思
う
の
で

す
。
危
険
な
原
発
は
止
め
る

（
Ｎ
Ｏ
）
こ
と
と
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
（
Ｙ
Ｅ

Ｓ
）
こ
と
は
表
裏
の
関
係
で
、

両
者
は
車
の
両
輪
で
す
。
誰

も
が
未
来
を
選
ぶ
主
役
に
な

れ
る
と
思
う
の
で
す
」
と
、

手
塚
さ
ん
。「
私
た
ち
の
活

動
を
通
し
て
つ
な
が
っ
た
人

た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

大
事
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
方

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
間
を
か
け
て
議
論
を
し
、

原
発
は
や
っ
ぱ
り
い
ら
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
つ
く

ま
で
続
け
ま
す
」
と
、
３
人

は
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

海
や
山
も
あ
る
鳥
取
県
は

自
然
の
宝
庫
だ
と
感
じ
る
手

塚
さ
ん
。「
地
元
の
食
材
で

毎
日
の
食
事
が
賄
え
る
ん
で

す
。
地
産
地
消
で
き
る
っ
て

な
ん
て
豊
か
な
こ
と
な
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
ほ
ほ

笑
む
。
鳥
取
に
移
り
住
ん
で

７
年
、
思
い
描
く
未
来
に
向

か
っ
て
こ
れ
か
ら
も
歩
み
続

け
る
。

えねみら・とっとりの中心メンバーの３人
左から山中さん（共同代表）・手塚さん・森本さん

●プロフィール
グリーンコープ生協とっとり組合員
鳥取市在住、夫と二人暮らし
「市民エネルギーとっとり」代表

エネルギーの未来を考える会
共同代表

  手塚 智子さん

きらず揚げ（塩味）

つ
な
い
だ
手
と
手
が

希
望
に
か
わ
る
ま
で

えねみら・とっとり（エネルギーの未来を考える会）
主な活動
①自然エネルギーについての学習会・見学会・推進事業など
②東日本大震災の避難者の支援活動
③原発および放射線についての学習会と情報発信事業

つ
な
い
だ
手
と
手
が

希
望
に
か
わ
る
ま
で

〜
で
ん
き
も
食
も
地
産
地
消
〜

空山ポニー発電所
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産直たまご生産者に話を聞きました

手間と愛情をかけて育てた
　　　　　　 母鶏のたまごです

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、
畜
産
生
産
者
と
協

力
し
な
が
ら
飼
料
用
米
の
配
合
割
合
を
高
め

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

元
気
い
っ
ぱ
い
産
直
た
ま
ご
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
０
年
に
配
合
率
５
％
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
母
鶏
の
体
調
を
み
な
が
ら
徐
々
に
増
や

し
、
２
０
１
７
年
に

は
30
％
に
ま
で
な
り

ま
し
た
。
２
０
０
８

年
に
登
場
し
た　

国

産
穀
物
を
使
っ
た
産

直
た
ま
ご
は
、
飼
料

原
料
の
98
％
が
国
産

で
、
う
ち
６
割
が
飼

料
用
米
。
レ
モ
ン
イ

エ
ロ
ー
色
の
黄
身
が

特
徴
で
す
。（６

面
参
照
）

　

世
界
中
で
Ｇ
Ｍ
Ｏ（
遺
伝
子

組
み
換
え
作
物
）
の
栽
培
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
日
本
で

は
飼
料
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

大
豆
を
、
ほ
ぼ
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

Ｇ
Ｍ
Ｏ
で
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
食
の

安
全
を
脅
か
し
生
物
多
様
性
を

破
壊
す
る
遺
伝
子
組
み
換
え
に

反
対
し
、
取
り
扱
う
食
品
は
も

ち
ろ
ん
畜
産
飼
料
に
つ
い
て
も

ｎ
ｏ
ｎ‐

Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
追
求
し
て
い

ま
す
。
産
直
た
ま
ご
に
使
わ
れ

る
飼
料
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

大
豆
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
ｎ

ｏ
ｎ‐

Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
輸
入
、
確
保
し

て
い
ま
す
。

Vol.53 毎
日
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、こ
だ
わ
り
た
い

産
直
た
ま
ご

元
気
い
っ
ぱ
い
産
直
た
ま
ご

国
産
穀
物
を
使
っ
た
産
直
た
ま
ご

　
栄
養
満
点
で
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
大
活
躍
の
た
ま

ご
。
毎
日
の
食
卓
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ

美
味
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
性
や
品
質
を
し
っ
か

り
確
認
で
き
る
も
の
を
選
び
た
い
で
す
ね
。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産
直
た
ま
ご
は
、
国
産
の
お

米
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
健
康
な
母
鶏
が
産
ん
だ
た
ま

ご
で
す
。
そ
の
こ
だ
わ
り
と
、
よ
り
美
味
し
く
安
心

な
た
ま
ご
を
め
ざ
し
て
工
夫
を
重
ね
る
生
産
者
の
思

い
を
紹
介
し
ま
す
。

鮮度の良さ
が自慢！

1 母鶏が食べたものがたまごになる。
だから飼料が大事！

現在国内で使用されている畜産飼料のほとんどは、海外から
輸入される穀物が原料。ポストハーベスト（収穫後の農薬散
布）や遺伝子組み換え（GM）が心配です。
グリーンコープは、国産の飼料用米の生産を増やす取り組み
を行っています。

2 ストレスの少ない飼育環境。
だから元気に育つ！

母鶏は、自然の風や日光が入る開放型鶏舎で育
ちます。健康的に育つから、薬剤にも頼りません。
一般には、※2強制換羽や
※3ウインドレス鶏舎での調光
など、効率優先の生産をする
ところもあります。

エサを食べさせない期間を
つくり、たまごを産ませる期
間を長くする
無窓鶏舎。人工的に光を調節
し、与えるエサの量を減らし
て生産効率を高める

畜
産
飼
料
の
国
産
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

30％

飼料用米
（国産）

その他

non-GMO原料
※1

トウモロコシ（ポストハーベストフリー）
大豆粕、グルテンミール、きな粉

魚粉、ガーリック
粉末、炭酸カルシ
ウム、唐辛子粉末
など

　

子
ど
も
た
ち
や
家
族
に
安
心
し
て

食
べ
さ
せ
ら
れ
る
た
ま
ご
が
ほ
し
い

と
願
う
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
出
会
っ

て
約
30
年
。
そ
の
思
い
に
応
え
よ
う

と
、
生
産
者
同
士
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と
共
に
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

　

飼
料
用
米
や
貴
重
な
ｎ
ｏ
ｎ‐

Ｇ

Ｍ
Ｏ
の
穀
物
を
確
保
で
き
る
の
は
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ
。
飼

料
や
飼
育
方
法
に
こ
れ
ほ
ど
こ
だ

わ
り
、
組
合
員
さ
ん
の
手
元
に
届

く
ま
で
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
た

ま
ご
は
、
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

母
鶏
は
毎
日
た
ま
ご
を
産
み
ま

す
。
生
き
物
を
相
手
に
す
る
仕
事

の
大
変
さ
や
難
し
さ
も
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
方
々
に
予
約
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
私
た
ち
は

安
心
し
て
生
産
に
打
ち
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん

と
の
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

安
定
的
に
利
用
し
て
支
え
て
い
た

だ
け
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
す
べ
て
の
た
ま
ご

生
産
者
に
は
次
世
代
を
担
う
後
継

者
が
確
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。

3 新鮮な状態で届く！

産卵日から※43日以内には組合員の
元へ。出荷から配達まで一貫した低
温流通で鮮度を保ちます。
たまごを雑菌から
守る※5クチクラ層
を壊さないよう、
表面を洗わずに
お届けしています。

※2

※3 卵殻の外側を
覆っているタン
パク質の薄い膜

※5

　国産穀物を
使った産直たま
ごは4日以内

※4

自然の光が入る鶏舎内 農場から冷蔵車に積み込むようす

「
た
ま
ご
の
会
」会
長

庄
村
養
鶏
場（
熊
本
県
宇
城
市
）

　
　
　 

　  

庄
村 
伸
一 
さ
ん

※
6

42017
（4/20現在）080214

2009年9月からの累計は、532,399,902.0ポコ

CO2に換算して
663トンを削減した
ことになりますpocopoco

6,629,549.1

460,074円

フードマイレージ
2017年4月に組合員の利用によってたまったのは

アジア民衆基金
2017年4月に組合員の利用に
よってたまったのは

グリーンコープのネグロスバナ
ナやエコシュリンプについて
は、商品代金とは別に「アジア
民衆基金」をお預かりしていま
す。アジアの様々な国の人た
ちが経済的自立をするために、
広く役立てられています。

2009年4月からの累計は
54,444,674円

2017年3月分（回収率）

リユース、
リサイクルデータ

リユースびん
回収率 70.5%

牛乳びん
回収率 95.2%

モウルドパック
回収率 88.5%

トレー
回収率 45.8%

仕分け袋
回収率 11.4％

　元気いっぱい産直たまごの
母鶏に与える飼料の配合割合

飼料
全体の

30%が

国産
の飼料用

米！

※6 生産者は「たまごの会」という組織をつくり、定期的に学習会などを行ってい
ます。より良いたまごを組合員に届けるためにがんばっています。

す
べ
て
ｎ
ｏ
ｎ
‐
Ｇ
Ｍ
Ｏ

（
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
）

※
1 

収
穫
後
の
農
薬
不
使
用
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13178

13176

13175

13174

13173

13165

13138

13137

13136

13135

13134

13133

13132

13131

13113

13112

13111

13110

13109

13108

13107

13298

13297

13291

13290

13289

13287

13286

13285

13280

13279

13278

13277

13276

13275

13274

13273

13272

13271

13270

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

新潟県上越市特別栽培こしひかり（玄米）

秋田県産あきたこまち（玄米）

青森県産まっしぐら（玄米）

宮城県産特別栽培ひとめぼれ（玄米）

福岡県産ひのひかり（玄米）

新潟県奥阿賀産こしひかり（雪蔵今摺り米）（玄米）

産直赤とんぼ無洗米米沢郷（はえぬき）
（農薬最低減）（玄米）（米沢郷牧場）

佐賀ひのひかり（玄米）

さがびより（玄米）

北海道産ななつぼし（玄米）

産直赤とんぼほくりゅう（きたくりん）
（農薬最低減）（玄米）（きたそらち農協北竜）

森のくまさん（玄米）

産直赤とんぼほくりゅう（ななつぼし）
（農薬最低減）（玄米）（きたそらち農協北竜）

宮崎県日向産こしひかり（玄米）

熊本県産菊池米（玄米）

くまもと菊鹿の棚田米（玄米）

熊本県産掛け干し米（玄米）

産直肥後七草会の森のくまさん
（農薬不使用）（玄米）（肥後七草会）

産直佐賀県減農薬研究会のさがびより
（農薬最低減）（佐賀県減農薬研究会）

産直赤とんぼとよのくに（こしひかり）
（農薬最低減）（玄米）（大分県農協院内）

産直青しそ（肥後七草会）

産直ピーマン（赤村産直の会）

産直小玉すいか（マダーボール）（島原自然塾）

産直にんにく（熊本県愛農会）

産直バレイショ（メーク）（熊本県愛農会）

産直ミニトマト（たのくら会）

産直トマト（たのくら会）

産直玉ねぎ（熊本県愛農会）

産直河内晩柑（アグリネット）

産直八重山パイン（西表農園）

産直玉ねぎ（御岳会）

産直梅（ジュース・梅酒用）（王隠堂農園グループ）

産直スナップえんどう（阿蘇小国郷産直の会）

産直ミニトマト（アイコ）（金武友愛会）

産直西表島マンゴー（西表農園）

産直長芋（すずらん会）

産直トマト（グリーンあさくら）

産直キャベツ（風鈴会）

産直サニーレタス（豊肥アグリ企画）

新潟県上越市

秋田県

青森県

宮城県登米郡

福岡県

新潟県東蒲原郡

山形県東置賜郡

佐賀県

山形県東置賜郡

佐賀県

北海道

北海道雨竜郡

熊本県

北海道雨竜郡

宮崎県日向市

熊本県菊池市

熊本県山鹿市

熊本県上益城郡

熊本県宇土市

佐賀県佐賀市

大分県宇佐市

熊本県八代市

福岡県田川郡

長崎県島原市

熊本県上益城郡

熊本県上益城郡

福岡県田川郡

福岡県田川郡

熊本県上益城郡

熊本県宇城市

沖縄県八重山郡

熊本県上益城郡

奈良県五條市

熊本県阿蘇郡

福岡県福岡市

沖縄県八重山郡

北海道河西郡

福岡県朝倉市

熊本県上益城郡

大分県玖珠郡

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

新潟県東蒲原郡

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市

熊本県山鹿市

熊本県山鹿市

熊本県山鹿市

熊本県山鹿市

熊本県山鹿市

熊本県山鹿市

熊本県山鹿市

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

2016年9月～10月収穫

2016年9月～10月収穫

2016年9月～10月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年10月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年9月～10月収穫

2016年9月～10月収穫

2016年9月～10月収穫

2016年9月～11月収穫

2016年7月～8月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年10月～11月収穫

2016年9月～11月収穫

2016年9月～11月収穫

2017/5/15収穫

2017/5/15収穫

2017/5/15収穫

2017/5/14収穫

2017/5/14収穫

2017/5/14収穫

2017/5/14収穫

2017/5/4収穫

2017/5/3収穫

2017/5/9収穫

2017/5/2収穫

2017/5/14収穫

2017/5/14収穫

2017/5/13収穫

2017/5/9収穫

2017/4/12収穫

2017/5/14収穫

2017/5/14収穫

2017/5/8収穫

2017/5/1

2017/4/28

2017/4/28

2017/4/28

2017/4/28

2017/4/27

2017/4/19

2017/4/19

2017/4/19

2017/4/19

2017/4/19

2017/4/19

2017/4/19

2017/4/19

2017/4/14

2017/4/14

2017/4/14

2017/4/14

2017/4/14

2017/4/14

2017/4/14

2017/5/18

2017/5/18

2017/5/18

2017/5/18

2017/5/18

2017/5/17

2017/5/17

2017/5/17

2017/5/17

2017/5/17

2017/5/17

2017/5/17

2017/5/17

2017/5/16

2017/5/16

2017/5/16

2017/5/16

2017/5/16

2017/5/16

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

0.97

1.05

0.93

0.99

0.83

0.82

0.82

0.85

0.73

1.10

0.98

0.85

0.74

0.85

0.85

0.91

0.96

0.70

0.91

0.97

0.86

0.82

0.92

0.80

0.80

0.88

0.88

0.77

0.96

0.67

0.79

0.81

0.86

0.93

0.83

0.73

0.90

0.90

1.16

0.87

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

0.86

0.88

0.96

0.82

0.88

0.93

1.19

0.81

1.23

1.11

0.73

1.11

0.86

0.90

1.09

1.00

0.95

1.02

0.78

1.04

0.91

1.20

1.20

0.72

1.07

1.03

0.80

0.94

0.77

0.93

0.92

1.06

0.92

0.94

1.08

0.98

1.30

0.91

1.12

1.11

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

0.89

0.94

1.13

1.01

1.20

1.15

1.07

0.92

1.03

1.24

1.17

0.89

1.00

1.27

1.18

1.13

1.18

1.15

1.09

0.94

1.07

1.49

1.20

0.94

1.17

1.03

0.94

0.92

0.94

0.88

1.27

0.85

1.40

1.16

0.84

1.17

1.33

1.24

1.38

1.47

産直赤とんぼ米沢郷こしひかり
（農薬最低減）（玄米）（米沢郷牧場）
産直赤とんぼ無洗米米沢郷（こしひかり）
（農薬最低減）（玄米）（米沢郷牧場）

番号 商　品　名 原料産地 製造地 製造日・収穫日等 測定日 検査法
（Ge/NaI） 結果

（Bq/kg）
検出限界値
（Bq/kg）

結果
（Bq/kg）

検出限界値
（Bq/kg）

結果
（Bq/kg）

検出限界値
（Bq/kg）

商品分類
ヨウ素－131 セシウム－134 セシウム－137

〒812-8561 福岡市博多区博多駅前一丁目5番1号
博多大博通ビルディング３階

092 481-7923 092 481-7876
// . . . /

別 

紙

（1）  第 376 号  （2017 年 6月 1日）

放射能汚染と向きあう
（放射能測定室より）

 東京電力の原子力発電所の事故を受けて行った
残留放射能検査結果 73

2017年４月14日から５月18日(一部４月14日以前の測定分も含む)

に193品目の検査をしました。すべて検出限界値未満でした。

世界中に放射能汚染が広がった1986年のチェルノブイリ原発事故の2年後に、日本国内で干
しいたけから高レベルの放射能が検出されました。グリーンコープは食品の放射能汚染の実態
を知り、自主的に判断できるように1989年から供給する食品の放射能測定を始め、共生の時
代で結果を報告してきました。
2011年3月11日、東日本大震災にともなう東京電力の原子力発電所の重大事故により、大量
の放射能が環境中に放出されました。事故後、日本国内の広範囲に放射能が拡散されたことが
報道され、また事実、食品からの残留放射能の検出が相次いで公表されました。この現実を受
け止め、2011年10月グリーンコープは、今後長期に亘ってグリーンコープの基本方針に則っ
た食品の放射能検査を続け、ひとつでも多くの結果を組合員に届ける必要があると考え、福岡
市内のグリーンコープの施設に専用の放射能測定室を設置しました。

放射能Ｑ＆Ａ　①どうして放射能測定室をつくったの？

※原料産地欄の案内は、単一原料もしくは主たる原料が明らかな場合はその原料の産地を表現してい
ます。パンは菓子パンも含めて小麦の産地を記載しています。また、複数の原料で、主たる原料がわ
かりにくいもの、もしくは産地が多岐にわたる場合は原料産地に「―」（横線）を記載してい
ます。
※2013年度の新米から西日本地区の産地のお米は産地単位の測定に変更となっています。東北の米
は従来どおり産地毎・品種毎の測定です。
※「検出限界値」とは、放射能検査において測定できる最小値のことをいいます。放射能の特性として、
同じ機器で測定しても検体ごとに検出限界値は変動します。
※検査法の記号 「Ge」はゲルマニウム半導体検出器での測定であることを示しています。「NaI」は
NaIシンチレーションスペクトロメータでの測定であることを示しています。
※下記一覧表の結果の「検出せず」は、検出限界値を超えての検出はなかったことを表しています。



13269

13268

13267

13261

13250

13249

13248

13241

13240

13239

13238

13237

13235

13234

13229

13223

13222

13221

13220

13219

13208

13207

13206

13204

13197

13196

13195

13194

13192

13185

13184

13182

13179

13171

13170

13169

13164

13163

13160

13159

13158

13157

13150

13149

13147

13146

13145

13144

13129

13128

13124

13119

13118

13117

13116

13115

13106

13293

13292

13284

13283

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

10

10

10

10

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

青果

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

産直パセリ（豊肥アグリ企画）

産直ほうれん草（阿蘇小国郷産直の会）

産直小松菜（かきのきむら）

安曇野わさび

産直ごぼう（綾照葉会）

産直バレイショ（メーク）（綾照葉会）

産直バレイショ（出島）（綾照葉会）

産直石垣島・宮古島のかぼちゃ（真南風）

産直小松菜（阿蘇小国郷産直の会）

産直レタス（御岳会）

産直葉つき大根（阿蘇小国郷産直の会）

産直小梅（王隠堂農園グループ）

産直雲仙グリーンメロン（産直南島原）

産直りんご（アンビシャス）（津軽みらい農協石川）

原木生しいたけ（豊肥アグリ企画）

産直四つ葉ミニトマト（たのくら会）

産直四つ葉トマト（たのくら会）

産直小さな大根（豊肥アグリ企画）

産直らっきょう（丸忠園芸組合）

産直にんにく（中村グループ）

産直そら豆（金武友愛会）

産直小さな大根（阿蘇小国郷産直の会）

産直大根（阿蘇小国郷産直の会）

産直にんにく（やまびこ会）

産直チンゲンサイ（御岳会）

産直サニーレタス（御岳会）

産直水菜（かきのきむら）

産直小松菜（清和有農会）

産直ごぼう（綾菜会）

産直バレイショ（メーク）（綾菜会）

産直バレイショ（出島）（綾菜会）

産直ミョウガタケ(WEB限定)（御岳会）

産直レッドオニオン（佐伊津有農研）

産直バレイショ（メーク）（産直南島原）

産直ほうれん草（小石原産直がんばろ会）

産直そら豆（グリーンあさくら）

産直チンゲンサイ（グリーンあさくら）

産直小松菜（御岳会）

産直ごぼう（丸忠園芸組合）

産直ごぼう（中村グループ）

産直二つ葉玉ねぎ（グリーンあさくら）

産直にんにくの芽（八女の郷）

産直びわ（佐伊津有農研）

産直バレイショ（出島）（産直南島原）

産直青しそ（農援隊）

産直きゅうり（多久愛菜会）

産直きゅうり（グリーンあさくら）

産直下郷農協のたけのこ(WEB限定)（下郷農協）

産直チンゲンサイ（宗像生産者グループ）

産直グリーンリーフ（柿木村有機野菜組合）

産直与論島のいんげん（池田農園）

原木生しいたけ（九州自然の会）

原木生しいたけ（下城しいたけ）

まいたけ（雪国まいたけ）

産直大根（風鈴会）

産直玉ねぎ（吾妻有研）

産直ごぼう（産直なごみ）

えび天

たまねぎ天

じゃこ天

菜の花天

大分県玖珠郡

熊本県阿蘇郡

島根県鹿足郡

長野県安曇野市

宮崎県東諸県郡

宮崎県東諸県郡

宮崎県東諸県郡

沖縄県石垣市

熊本県阿蘇郡

熊本県上益城郡

熊本県阿蘇郡

奈良県五條市

長崎県南島原市

青森県弘前市

大分県玖珠郡

福岡県田川郡

福岡県田川郡

熊本県阿蘇郡

宮崎県小林市

福岡県久留米市

福岡県福岡市

熊本県阿蘇郡

熊本県阿蘇郡

熊本県宇城市

熊本県上益城郡

熊本県上益城郡

島根県鹿足郡

熊本県上益城郡

宮崎県東諸県郡

宮崎県東諸県郡

宮崎県東諸県郡

熊本県上益城郡

熊本県天草市

長崎県南島原市

福岡県朝倉郡

福岡県朝倉市

福岡県朝倉市

熊本県上益城郡

宮崎県小林市

福岡県久留米市

福岡県朝倉市

福岡県八女市

熊本県天草市

長崎県南島原市

佐賀県唐津市

福岡県糸島市

福岡県朝倉市

大分県中津市

福岡県宗像市

島根県鹿足郡

鹿児島県大島郡

熊本県上益城郡

熊本県阿蘇郡

新潟県南魚沼市

熊本県上益城郡

長崎県雲仙市

熊本県菊池市

（すけそうだら）北海道
（えび）山口県

（すけそうだら・玉ねぎ）
北海道

（すけそうだら）北海道
（えそ）タイ
（このしろ・菜の花）長崎県

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

原料産地に同じ

山口県防府市

山口県防府市

長崎県長崎市

長崎県長崎市

2017/5/10収穫

2017/5/14収穫

2017/5/12収穫

2017/5/8収穫

2017/5/8収穫

2017/5/8収穫

2017/5/8収穫

2017/4/22収穫

2017/5/7収穫

2017/5/8収穫

2017/5/6収穫

2017/5/9収穫

2017/5/6収穫

2016/11/5収穫

2017/5/6収穫

2017/5/7収穫

2017/5/6収穫

2017/5/6収穫

2017/5/3収穫

2017/5/7収穫

2017/5/3収穫

2017/5/3収穫

2017/5/4収穫

2017/4/20、24収穫

2017/5/2収穫

2017/5/2収穫

2017/4/30収穫

2017/5/2収穫

2017/5/1収穫

2017/4/30収穫

2017/4/29収穫

2017/4/25収穫

2017/4/28収穫

2017/4/25収穫

2017/4/26収穫

2017/4/25収穫

2017/4/25収穫

2017/4/24収穫

2017/4/23収穫

2017/4/24収穫

2017/4/23収穫

2017/4/20収穫

2017/4/22収穫

2017/4/20収穫

2017/4/15収穫

2017/4/18収穫

2017/4/19収穫

2017/4/17収穫

2017/4/18収穫

2017/4/17収穫

2017/4/8収穫

2017/4/16収穫

2017/4/15収穫

2017/4/13収穫

2017/4/15収穫

2017/4/15収穫

2017/4/11収穫

（すけそうだら）2016年11月水揚
（えび）2017年4月水揚

（すけそうだら）2016年11月水揚
（玉ねぎ）2016年11月収穫

2017/5/15製造

2017/5/16

2017/5/16

2017/5/16

2017/5/16

2017/5/12

2017/5/12

2017/5/12

2017/5/11

2017/5/11

2017/5/11

2017/5/11

2017/5/11

2017/5/10

2017/5/10

2017/5/10

2017/5/9

2017/5/9

2017/5/9

2017/5/9

2017/5/9

2017/5/8

2017/5/5

2017/5/5

2017/5/5

2017/5/4

2017/5/4

2017/5/4

2017/5/4

2017/5/3

2017/5/2

2017/5/2

2017/5/2

2017/5/1

2017/4/28

2017/4/28

2017/4/28

2017/4/27

2017/4/27

2017/4/26

2017/4/26

2017/4/26

2017/4/26

2017/4/24

2017/4/24

2017/4/21

2017/4/21

2017/4/21

2017/4/21

2017/4/19

2017/4/19

2017/4/18

2017/4/17

2017/4/17

2017/4/17

2017/4/17

2017/4/17

2017/4/14

2017/5/18

2017/5/18

2017/5/17

2017/5/17

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

0.71

0.95

0.69

1.10

0.95

0.95

0.82

0.98

0.75

0.79

0.78

0.84

0.81

0.85

0.95

1.03

0.83

0.75

0.75

0.80

0.94

0.89

0.91

1.04

0.85

1.01

1.15

0.74

0.91

0.92

0.90

1.03

0.84

1.01

1.16

1.14

1.04

0.95

0.91

1.37

0.94

1.04

1.03

0.79

0.74

0.96

0.71

0.95

1.15

0.84

0.90

0.94

0.95

0.81

0.83

0.73

0.92

0.80

0.60

0.75

0.86

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

0.91

0.99

0.96

1.16

1.17

0.99

0.91

1.07

0.77

1.21

0.95

1.09

0.90

0.78

1.00

0.97

0.86

1.04

1.15

1.07

1.03

1.00

1.11

1.23

0.99

1.24

1.36

0.95

0.98

1.00

0.98

1.14

0.82

1.04

1.29

1.14

0.98

0.94

1.23

1.40

0.89

1.08

1.09

0.92

0.85

0.97

0.63

1.34

1.26

0.95

1.09

1.07

0.82

0.81

1.00

1.05

1.51

0.89

0.84

0.79

1.00

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

1.19

1.18

0.97

1.31

1.35

1.28

0.89

1.45

1.06

1.30

1.04

1.29

0.80

0.90

1.13

1.22

1.22

1.29

1.31

0.96

1.10

1.19

1.27

1.27

1.17

0.92

1.20

1.06

1.10

1.15

0.95

1.17

1.07

1.14

1.41

1.33

1.05

1.16

1.19

1.51

0.91

1.33

1.35

0.93

0.99

1.02

1.00

1.24

1.47

1.07

1.34

1.32

0.94

1.31

0.78

0.92

1.12

1.01

0.92

0.91

0.91

（じゃこ）国内各地
（このしろ・いわし・
たちうお）長崎県

（じゃこ）2017/1/15水揚
（このしろ）2017/1/10水揚
（いわし）2017/2/11水揚
（たちうお）2016/12/12水揚

※下記一覧表の結果の「検出せず」は、検出限界値を超えての検出はなかったことを表しています。

番号 商　品　名 原料産地 製造地 製造日・収穫日等 測定日 検査法
（Ge/NaI） 結果

（Bq/kg）
検出限界値
（Bq/kg）

結果
（Bq/kg）

検出限界値
（Bq/kg）

結果
（Bq/kg）

検出限界値
（Bq/kg）

商品分類
ヨウ素－131 セシウム－134 セシウム－137

共 生 の 時 代 （2017年 6月 1日）  第 376 号  （2）



13282

13281

13266

13263

13228

13188

13187

13183

13121

13258

13257

13256

13255

13254

13253

13246

13245

13209

13201

13200

13199

13203

13198

13168

13154

13142

13140

13139

13296

13295

13294

13262

13260

13227

13226

13225

13224

13211

13210

13167

13166

13265

13264

13243

13242

13233

13232

13231

13230

10

10

10

10

10

10

10

10

10

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

13

13

13

13

13

13

13

13

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

魚介類・水産ねり製品

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

茶・その他飲料

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷蔵加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

４種の野菜の香味揚げ

いわし一口揚

三陸沖産ムラサキイカ

真いわしフライ大葉梅肉はさみ

一夜漬粒うに

国産白身魚バジルオリーブソテー

国産秋鮭塩麹漬

炭火焼戻りかつおたたき
戻りかつお刺身用（太平洋産）

フライパンで甘えび磯辺揚げ

すっきりぶどう（微炭酸）

すっきり甘夏（微炭酸）

あまなつジュース

みかんジュースストレート

ほうれん草ミックス

パインジュース

村上園の有機上煎茶

八女星野特選煎茶

黒豆麦茶

有機 かごしま知覧茶

有機静岡深むし初摘み新茶

八女星野新茶

昆布茶

信州ぶどうジュース

有機煎茶 知覧茶

べにふうき緑茶ティーバッグ

アップル＆キャロット

りんごジュース（ビン）（青森産）

リンゴジュース（青森産）

おひさまいろのたまご豆腐

茶碗蒸し（ホタテ入り）

茶碗蒸し（えび入り）

三陸わかめ（塩蔵）

茎わかめサラダ（ごま風味）

かつおぶしたくあん

ぬか漬けたくあん

本干したくあん

めんたい高菜油炒め

生芋板こんにゃく

糸こんにゃく（白）

あじわいのベーコンスライス
あじわいの厚切りベーコン

あじわいのロースハムスライス

わさび風味の味付もずく

じゃころっけ

ミニオムレツ（和風味）

冷凍オムライス

スパイシーチキンカリーカツ

とびうおバーグ

鶏のぽたぽた揚げ

冷凍おからとひじきのふっくらがんも

三陸沖

（いわし）国内各地
（うめ）和歌山県

北海道利尻島沖、礼文島沖

（シイラ）国内各地

（鮭）国内各地

鹿児島県枕崎港

（えび）兵庫県

（ぶどう）国内各地

（夏みかん）国内各地

（夏みかん）国内各地

（みかん）九州各地

（りんご）長野県
（ほうれん草）九州各地

（パイナップル）沖縄県

（茶葉）静岡県静岡市

（茶葉）福岡県八女市

（大麦）佐賀県
（黒大豆）岡山県

（茶葉）鹿児島県南九州市

（茶葉）静岡県

（茶葉）福岡県八女市

（昆布）北海道

長野県

（茶葉）鹿児島県南九州市

（茶葉）島根県出雲市

（りんご・人参）青森県

（りんご）青森県

（りんご）青森県

（卵）ＧＣ産直生産地

（卵）ＧＣ産直生産地
（ほたて）北海道

（卵）ＧＣ産直生産地
（えび）ベトナム

（わかめ）宮城県

（わかめ）宮城県

（大根）宮崎県、鹿児島県

（大根）宮崎県、鹿児島県

（大根）宮崎県

（高菜）九州各地

（こんにゃく芋）群馬県

（こんにゃく芋）群馬県

（豚肉）ＧＣ産直生産地

（豚肉）ＧＣ産直生産地

（もずく）沖縄県
（わさび）島根県

（じゃがいも）長崎県
（しらす）境港沖

（卵・鶏肉）ＧＣ産直生産地

（卵）ＧＣ産直生産地
（米）国内各地

（鶏肉）ＧＣ産直生産地
（玉ねぎ）国内各地

（とびうお・玉ねぎ）国内各地

（鶏肉）ＧＣ産直生産地

（大豆）国内各地
（鶏肉）ＧＣ産直生産地
（玉ねぎ）国内各地

長崎県長崎市

長崎県長崎市

鳥取県境港市

長崎県長崎市

茨城県神栖市

千葉県船橋市

千葉県船橋市

鹿児島県枕崎市

兵庫県姫路市

熊本県熊本市

熊本県熊本市

熊本県熊本市

熊本県熊本市

熊本県熊本市

長野県長野市

静岡県静岡市

福岡県八女市

佐賀県唐津市

鹿児島県鹿児島市

静岡県掛川市

福岡県八女市

福岡県八女市

長野県塩尻市

鹿児島県鹿児島市

島根県出雲市

青森県弘前市

青森県弘前市

青森県弘前市

福岡県久留米市

福岡県久留米市

福岡県久留米市

福岡県久留米市

福岡県久留米市

宮崎県北諸県郡

宮崎県北諸県郡

宮崎県宮崎市

大分県日田市

熊本県宇城市

熊本県宇城市

熊本県菊池市

熊本県菊池市

鳥取県境港市

鳥取県境港市

熊本県熊本市

熊本県熊本市

鹿児島県いちき串木野市

鹿児島県いちき串木野市

鹿児島県いちき串木野市

鹿児島県いちき串木野市

2017/5/15製造

（いわし）2017/2/5水揚
（このしろ）2017/1/10水揚
（すけそうだら）2017/2/11水揚

2016/7/25水揚

（いわし)2016/10/17水揚
（うめ）2016年収穫

2016年6月～8月漁獲

（シイラ）2016年8月漁獲

（鮭）2016年10月～12月漁獲

2016/12/6水揚

（えび）2016/10/5水揚

2017/4/24製造

2017/4/24製造

2017/2/18製造

2017/3/6製造

2017/4/11製造

2017/4/27製造

（茶葉）2017/5/9収穫

（茶葉）2017/5/10収穫

2017/4/10製造

（茶葉）2017年4月収穫

（茶葉）2017年5月収穫

（茶葉）2017/5/3収穫

（昆布）2017年1月～2月収穫

2016年9月～10月収穫

（茶葉）2017年4月収穫

2017/4/6製造

（りんご）2015年10月～11月収穫
（人参）2015年6月～7月収穫

（りんご）2016年10月～11月収穫

（りんご）2016年10月～11月収穫

2017/5/13製造

2017/5/13製造

2017/5/11製造

（わかめ）2017年3月～4月採取

（わかめ）2017年3月～4月採取

（大根）2016年11月収穫

（大根）2016年11月収穫

（大根）2016年2月収穫

（高菜）2016年4月収穫

（こんにゃく芋）2015年11月収穫

（こんにゃく芋）2015年11月収穫

2017/4/24製造

2017/4/24製造

（もずく）2016年8月収穫
（わさび）2016年6月収穫

（じゃがいも）2016年12月収穫
（しらす）2016年11月漁獲

2017/4/26製造

2017/4/17製造

2017/4/26製造

2017/3/31製造

2017/3/3製造

2017/4/21製造

2017/5/17

2017/5/17

2017/5/16

2017/5/16

2017/5/10

2017/5/3

2017/5/3

2017/5/2

2017/4/18

2017/5/15

2017/5/15

2017/5/15

2017/5/15

2017/5/15

2017/5/15

2017/5/15

2017/5/12

2017/5/8

2017/5/8

2017/5/8

2017/5/8

2017/5/5

2017/5/4

2017/5/1

2017/4/25

2017/4/21

2017/4/20

2017/4/20

2017/5/18

2017/5/18

2017/5/18

2017/5/16

2017/5/15

2017/5/9

2017/5/9

2017/5/9

2017/5/9

2017/5/8

2017/5/8

2017/4/27

2017/4/27

2017/5/16

2017/5/16

2017/5/11

2017/5/11

2017/5/10

2017/5/10

2017/5/10

2017/5/10

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

0.80

0.84

0.89

0.78

1.19

0.82

0.90

0.86

0.76

0.79

0.81

0.74

0.80

0.78

0.81

0.85

1.21

0.87

0.96

0.99

0.95

1.18

0.75

1.04

0.96

0.78

0.92

0.55

0.80

0.83

0.66

0.85

0.81

0.57

0.78

0.80

0.80

0.81

0.83

0.68

0.78

0.73

0.68

0.88

0.87

0.75

0.71

0.77

0.84

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

0.82

1.00

0.80

0.62

1.28

0.93

0.78

0.82

0.99

1.03

0.89

1.10

0.89

0.76

0.99

0.98

0.82

1.54

1.06

1.22

1.23

1.30

0.79

1.16

1.06

0.89

0.73

0.73

0.69

0.82

0.81

1.08

0.87

0.82

0.78

0.90

0.89

0.86

0.83

0.79

0.99

0.77

0.70

0.93

0.93

0.70

0.86

0.79

0.94

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

1.11

1.06

0.94

0.93

1.37

1.15

1.06

1.16

1.11

0.87

1.00

1.06

0.90

0.86

1.06

1.01

1.05

1.13

1.00

1.30

1.27

1.45

0.98

1.27

1.28

0.76

0.76

1.00

1.20

0.90

0.76

1.13

1.08

1.06

0.65

0.82

1.01

0.93

0.96

0.91

1.06

0.76

0.97

1.03

0.91

1.03

1.01

0.92

0.78

（すけそうだら）北海道
（えそ）タイ
（ねぎ・セロリ）国内各地
（しょうが）高知県
（れんこん）熊本県

（いわし・このしろ）長崎県
（すけそうだら）北海道

※下記一覧表の結果の「検出せず」は、検出限界値を超えての検出はなかったことを表しています。

番号 商　品　名 原料産地 製造地 製造日・収穫日等 測定日 検査法
（Ge/NaI） 結果

（Bq/kg）
検出限界値
（Bq/kg）

結果
（Bq/kg）

検出限界値
（Bq/kg）

結果
（Bq/kg）

検出限界値
（Bq/kg）

商品分類
ヨウ素－131 セシウム－134 セシウム－137

共 生 の 時 代（3）  第 376 号  （2017 年 6月 1日）



13191

13190

13189

13123

13122

13202

13288

13252

13247

13215

13205

13177

13172

13153

13152

13151

13143

13114

13299

13236

13180

13162

13155

13148

13244

13218

13217

13216

13214

13213

13212

13193

13186

13181

13161

13156

13130

13127

13126

13125

13120

13141

13259

13

13

13

13

13

13

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

15

15

15

15

15

15

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

107

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

冷凍加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

常温加工品

菓子類

菓子類

菓子類

菓子類

菓子類

菓子類

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

酒・調味料

その他

冷凍 九州産塩ゆでえだまめ

冷凍ほうれん草

九州産むきえだまめ

冷凍お好み焼き（豚玉）

ふわっとたこ焼

冷凍茨城県産塩味えだ豆

金ごまのすりごま

納豆ふりかけ

昆布粉末

梅エキス

梅みつ

らくちん沖縄ポーク

手延べ緑黄菜めん５種

デミグラスソース缶

ミートソース缶

ミートソース缶（おとな向け）

日高産煮〆昆布

はごろもパイン缶（沖縄産）

芋かりんとう

国産牛のビーフジャーキー

芋けんぴ

黒棒名門

カフェマキアート（冷凍）

岩おこし

洋風だし（チキン味）

奄美きびさとう

奄美きびさとう

チキンコンソメ

青じそノンオイル

和風ドレッシング香味野菜

シーザーサラダドレッシング

ホットスパイス（ガラムマサラ）

藻塩

ビーフブイヨン

喜界島産きびさとう

元気な卵のマヨネーズ

一番搾りなたね油菜の花物語

増し味（酒みりんタイプ）

食酢

ほどほど料理酒

焙煎ごまドレッシング

つゆ（ちくご）２倍希釈

ＢＭ菌体

（えだまめ）宮崎県、鹿児島県

（ほうれん草）宮崎県、鹿児島県

（えだまめ）宮崎県、鹿児島県

（キャベツ）国内各地
（豚肉）ＧＣ産直生産地

（小麦）国内各地
（キャベツ）九州各地
（たこ）ベトナム

（えだまめ）茨城県

トルコ

（大豆）九州各地
（ごま）アフリカ、中南米

（昆布）北海道

（うめ）三重県、
奈良県、和歌山県

（梅）大分県

（豚肉）沖縄県
（鶏肉）国内各地

（小麦）九州各地

（玉ねぎ・人参・トマト）国内各地

（牛肉・豚肉）ＧＣ産直生産地
（玉ねぎ・人参・トマト）国内各地

（豚肉）ＧＣ産直生産地
（玉ねぎ・人参・トマト）国内各地

北海道

（パイナップル）沖縄県

（さつま芋）宮崎県、鹿児島県

（牛肉）北海道

（さつま芋）高知県、
宮崎県、鹿児島県

（小麦）九州各地

（小麦）国内各地

（米）兵庫県

―――――

（さとうきび）鹿児島県大島郡

（さとうきび）鹿児島県奄美市

―――――

（玉ねぎ・青しそ）国内各地

（玉ねぎ）国内各地

―――――

（昆布）岩手県

―――――

（さとうきび）鹿児島県大島郡

（卵）ＧＣ産直生産地

（なたね種子）オーストラリア

（米）国内各地

―――――

（米）国内各地

（ごま）中南米、アフリカ

―――――

―――――

宮崎県都城市

宮崎県都城市

宮崎県都城市

岡山県倉敷市

福岡県みやま市

茨城県水戸市

福岡県福岡市

福岡県福岡市

広島県広島市

奈良県五條市

大分県日田市

沖縄県中頭郡

長崎県南島原市

熊本県熊本市

熊本県熊本市

熊本県熊本市

広島県広島市

沖縄県国頭郡

鹿児島県鹿屋市

広島県広島市

高知県高岡郡

福岡県久留米市

福岡県福岡市

兵庫県西宮市

佐賀県唐津市

福岡県福岡市

福岡県福岡市

佐賀県唐津市

佐賀県唐津市

佐賀県唐津市

佐賀県唐津市

東京都八王子市

岩手県陸前高田市

佐賀県唐津市

福岡県福岡市

愛知県豊田市

岡山県倉敷市

福岡県久留米市

福岡県久留米市

岐阜県養老市

佐賀県唐津市

福岡県久留米市

山梨県甲斐市

（えだまめ）2016/10/11収穫

2017/3/6収穫

（えだまめ）2016/7/11～18収穫

2016/11/15製造

2016/11/10製造

（えだまめ）2015年7月～9月収穫

2015年10月収穫

2017/5/11製造

（昆布）2016年7月～9月漁獲

（うめ）2016年6月収穫

（梅）2015年6月収穫

2017/3/17製造

（小麦）2015年6月収穫

2017/3/2製造

2016/12/13製造

2017/2/10製造

2016年7月～9月漁獲

（パイナップル）2016年10月収穫

（さつま芋）2016/11/8、9収穫

2017/2/18製造

（さつま芋）2016/11/6、7収穫

（小麦）2016年6月収穫

2017/4/24製造

（米）2016年10月収穫

2017/3/10製造

（さとうきび）2017年3月収穫

（さとうきび）2017年3月収穫

2017/3/10製造

2017/4/21製造

2017/4/26製造

2017/4/24製造

2017/2/20製造

2017/1/18製造

2017/1/20製造

（さとうきび）2017年3月収穫

2017/2/6製造

2017/3/13製造

2017/3/3製造

2017/3/31製造

2017/4/7製造

2017/3/31製造

2017/2/14製造

2017/5/7製造

2017/5/3

2017/5/3

2017/5/3

2017/4/18

2017/4/18

2017/1/25

2017/5/18

2017/5/15

2017/5/12

2017/5/9

2017/5/5

2017/5/1

2017/4/28

2017/4/24

2017/4/24

2017/4/24

2017/4/21

2017/4/17

2017/5/18

2017/5/11

2017/5/1

2017/4/27

2017/4/26

2017/4/24

2017/5/11

2017/5/9

2017/5/9

2017/5/9

2017/5/8

2017/5/8

2017/5/8

2017/5/4

2017/5/3

2017/5/1

2017/4/27

2017/4/26

2017/4/19

2017/4/18

2017/4/18

2017/4/18

2017/4/18

2017/3/23

2017/5/15

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

Ge

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

1.15

0.82

0.86

0.84

0.80

0.78

1.40

1.27

1.94

1.06

0.67

0.87

0.83

0.82

0.71

0.64

1.07

0.89

1.00

1.46

0.96

1.12

0.82

1.12

1.02

0.85

0.81

1.25

0.81

0.83

0.65

1.30

1.14

0.86

0.77

0.84

0.89

0.67

0.82

0.69

0.80

0.60

1.07

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

1.16

0.85

0.96

1.01

0.93

1.11

1.50

1.44

2.28

1.19

0.77

0.80

0.89

0.90

0.69

0.71

1.41

1.00

1.18

1.62

1.11

1.33

1.03

1.26

1.17

1.02

1.06

1.47

0.70

0.65

0.87

1.42

1.32

0.83

0.74

0.82

1.00

0.70

0.92

0.76

0.80

0.83

1.24

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

1.65

0.93

1.04

1.06

0.77

1.18

1.70

1.55

2.28

1.28

0.91

0.98

1.23

0.72

0.96
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（コリアンダー）
インド、モロッコ
（唐辛子・シナモン）中国
（ナツメグ）インドネシア

※下記一覧表の結果の「検出せず」は、検出限界値を超えての検出はなかったことを表しています。

番号 商　品　名 原料産地 製造地 製造日・収穫日等 測定日 検査法
（Ge/NaI） 結果

（Bq/kg）
検出限界値
（Bq/kg）

結果
（Bq/kg）

検出限界値
（Bq/kg）

結果
（Bq/kg）

検出限界値
（Bq/kg）

商品分類
ヨウ素－131 セシウム－134 セシウム－137

検査結果については、ホームページでも週に一度のペースでお知らせします。表記についてもホームページと同様にしています
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2011年3月11日以降に、生産・製造・保管されていた商品及び原料を順次検査しています。
定期的なサイクルで検査を行えるよう年間計画を立てて検査します。

2011年10月よりグリーンコープ放射能測定室（福岡市）で検査を開始しました。

検体を測定した日を記入しています。

ヨウ素131とセシウム134、セシウム137の3種類について結果をお知らせします。検出限界値未満の結
果については「検出せず」と表記します。「検出限界値」とは、測定において検出できる最小値のことを
いいます。放射能の特性として、同じ機器で測定しても検体ごとに検出限界値は変動します。
※検出限界値未満とは、放射能は0ではなく、放射能は存在する可能性があるということです。
厚生労働省から2011年9月29日付けで、検出限界値未満の結果については、測定によって
得られた検出限界値を表示するよう通知が出されており、国や自治体から公表される検査結
果には、検出限界値が表示されるようになりました。

検 査 対 象

検 査 機 関

検 査 日

検 査 結 果
の 表 記

●放射性セシウムの基準値について
2012年4月からの国の基準は、一般食品100ベクレル/kg、乳児用食品・牛乳50ベクレル/kg、飲料水
10ベクレル/kg以下です。
グリーンコープは取り扱うすべての商品や原料について10ベクレル/kgを自主基準とし、10ベクレル/kg
以上の数値が出た場合、共同体理事会に報告し、取り扱いについて検討・決定することにしています。

●グリーンコープでの放射能検査内容と報告について
グリーンコープでは、商品や原料について放射能汚染が心配される地域は関東から東北地
方が中心であるものの、必ずしもエリアを限定して考えるべきではないという判断で、ま
た利用される組合員の心配に対応するためにも検査対象を全国に広げています。また外国
産の食品も検査対象にしています。

検 査 対 象
エ リ ア


